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料資

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
比
較
法
の
研
究

お
よ
び
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

私
は
昭
和
四
三
年
五
月
一
三
日
よ
り
一
カ
月
半
に
わ
た
り
国
務
省
の
招
待

に
よ
り
ア
メ
リ
カ
各
地
を
視
察
し
て
き
た
。
旅
行
の
目
的
を
一
応
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
比
較
法
の
研
究
・
教
育
の
現
状
の
視
察
に
お
き
、
比
較
法
の
領
域

で
特
色
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
一
一
の
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
と
国
会
図
書
館
を
訪

問
し
、
そ
の
施
設
を
見
学
し
、
多
く
の
比
較
法
学
者
と
会
う
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
旅
行
時
期
が
丁
度
学
年
末
に
な
っ
た
の
で
、
比
較
法
教
育
の

実
際
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
以
下
は
、
そ
の
報
告

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
比
較
法
の
研
究
、
教
育
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
内
外

と
も
に
多
く
の
す
ぐ
れ
た
文
献
が
あ
る
一
句
そ
れ
ら
は
や
や
古
く
な
っ
て
い

五

民t

清

一卜

る
の
で
、
本
稿
に
も
若
干
の
存
在
意
義
は
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
に
多
く

の
限
界
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
何
よ
り
も
、
わ
ず
か
一
カ
月
半
の

視
察
で
外
国
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
無
暴
さ
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
は

本
稿
の
本
質
的
な
限
界
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
対
象
と
な
っ
た
ロ

l

・
ス
ク
ー

ル
の
数
が
限
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
一
流
ロ

I
・
ス
ク
ー
ル
に
限
ら
れ
て
い

(
2
)
 

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
比
較
法
を
全
体
と
し
て

誇
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
限
界
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え

て
本
稿
を
公
表
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
貴
重
な
時
聞
を
費
し
て
外
国
出
張
を

し
た
者
に
は
何
等
か
の
報
告
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
視
察
旅
行

の
結
果
、
私
自
身
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
比
較
法
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
に
若

干
の
変
更
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
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本
稿
の
叙
述
は
、
訪
問
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
各

?
i
・
ス
ク
ー
ル
に

お
け
る
比
較
法
関
係
の
研
究
・
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
、
私
自
身
の
見
聞
し
た

(
3〉

と
こ
ろ
と
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
で
発
行
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
基
と
し
て

や
や
旅
行
記
夙
に
行
わ
れ
る
。
対
象
校
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
数
量
的
処
理

は
行
わ
れ
な
い
。
だ
が
、
最
後
に
本
稿
な
り
の
総
括
を
つ
け
る
こ
と
に
す
る
。

今
回
の
視
察
旅
行
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
の
御
世
話
に
な
っ
た
。
貴
重

アメりカにおける比較法の研究および教育の現状について

な
時
間
を
割
い
て
私
と
の
面
会
に
応
じ
て
く
れ
た
諸
教
授
、
忙
し
い
中
を
種

々
お
世
話
下
さ
っ
た
ほ
か
、
有
益
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
た
日
本
人
留
学
生

の
方
々
に
は
、
感
謝
の
こ
と
ば
も
し
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

一
々
名
前
を
あ

げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
諸
教
授
に
対
し
紹
介
の
労
を

と
ら
れ
た
伊
藤
正
己
教
授
の
お
名
前
の
み
を
あ
げ
る
こ
と
で
お
許
し
い
た
だ

き
た
い
。
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水
田
「
ア
メ
リ
カ
比
較
法
教
育
現
況
」
比
絞
法
研
究
二
号
(
一
九
五
二

同
・
欧
米
諸
国
の
比
較
法
研
究
所
五
九
頁
以
下
(
一
九
六
一
一
)
、
早
川

「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
比
較
法
教
育
の
治
革
」
季
刊
法
律
学
一
四

号
(
一
九
五
一
二
)
、
同
「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
比
較
法
教
育
の

概
観
」
神
戸
経
済
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
法
学
編
H
〈
一
九

五
一
ニ
〉
、
田
中
英
夫
「
ア
メ
リ
カ
の
法
学
教
育
」
法
協
七
九
巻
四
号
(

一
九
六
二
〉
と
く
に
四
七
四

t
五
頁
。
こ
の
う
ち
早
川
後
者
で
は
前
記

ア
メ
リ
カ
で
の
諸
論
文
が
ほ
ぼ
参
照
さ
れ
て
い
る
。

判
使
命
〈
g
gロ
と
列
ぬ
の
J

調
査
を
綜
合
す
る
と
、
一
九
五

O
年
頃
の

ア
メ
リ
カ
・
ロ

l
e
ス
ク
ー
ル
の
う
ち
比
較
法
関
係
の
コ

l
ス
の
あ
る

も
の
が
三
六
に
上
る
と
い
う
。
河
内
・
0
甘
円
F
-
y
E一
-
ま
た
、

4
7
n

〉
ヨ
3

2
ロ
〉
ωmOEPCOロ『
C円円
r
m
(
V
0
2日出自己
2
ω
Zハ目〕ヘ

chrwdd
の

ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
る
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
は
二
三
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
稿
の
対
象
校
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
、
一
流
校
の
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料

う
ち
、
と
く
に
基
礎
法
学
を
重
視
す
る
イ
エ

i
ル
大
学
ロ

l

・
ス
ク
ー

ル
を
省
略
し
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
(
も
っ
と
も
、
本
稿
脱
稿
後
、

深
瀬
教
援
の
御
好
意
に
よ
り
参
照
し
え
た
国
己
]
2
5
に
よ
れ
ば
、
比
較

法
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
ほ
ど
の
特
色
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
)

川

W

切
口
}
一

2
5・
〉
ロ
ロ
0
5
2
5
2
Z
等
と
称
す
る
も
の
で
、
日
本
の
学
生
便

覧
に
あ
た
る
。
精
粗
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
各
コ

l
ス
の
目
的
・
内
容

・
教
材
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
い
も
の
が
多
い
。
日
本
で
も
見
な
ら
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
法
学
教
育

の
概
観
を
得
ょ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
は
、
日

2
E
S
P
-司
・
門
戸
田

中
・
前
掲
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
当
該
年
度
(
一

九
六
七

l
六
八
ま
た
は
一
九
六
八

l
六
九
の
講
義
の
予
定
を
示
す
だ
け

で
あ
り
、
実
際
行
わ
れ
た
か
、
ま
た
は
行
わ
れ
る
か
、
必
ず
し
も
た
し

か
め
て
い
な
い
。
な
お
一
九
五

O
年
当
時
の
各
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
ョ
2
3
8
p
。℃・

2
・
3
・
m
N
ω
l
m
M
∞
に
あ
る
。

今
日
と
比
較
す
る
と
興
味
深
い
。

資

E 

以
下
、
各
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
を
廻
る
前
に
、
若
干
の
共
通
の
問
題
に
つ
い

て
ふ
れ
て
お
く
。
ま
ず
、
本
稿
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
比
較
法
」
の
研
究
・

教
育
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、

ア
メ
リ
カ
で
も
「
比
較
法
。
。
ロ
宮
g
t
z

的 T
岩

3いL-

外と
的い
なう
町」

律と
関ば
係は
やさP

対義
象的
とで
すあ
るる

撃z
f、、 ~hzz 
g の
;. 1:; 
D 、

ロ
!':o.広
Eアく
督、
一国
中際

宮内凶

Hg〉
を
比
較
法
と
称
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿

〔

I
V

は
、
わ
が
国
で
通
常
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
意
味
で
、
こ
の
こ
と
ば
を
用
い

る
こ
と
と
し
、
国
際
法
、
渉
外
法
、
国
際
私
法
を
除
く
こ
と
に
す
る
。
し
か

北法19(4・64)744

し
、
そ
の
よ
う
な
「
比
較
法
」
の
中
に
は
「
の
0
5
3
5吾作
r
Eこ
と
い
う

名
称
の
も
の
(
た
だ
し
実
際
は
シ
ピ
ル
・
ロ
ー
の
こ
と
が
多
い
)
の
ほ
か
、

「
シ
ピ
ル
・
ロ

l

・
シ
ス
テ
ム
」
と
か
「
ソ
ビ
エ
ト
法
制
度
」
の
よ
う
な
外

国
法
を
中
心
と
し
た
コ

l
ス
を
含
む
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
他
「

比
較

O
O法
」
と
い
う
コ

l
ス
も
含
む
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
「
国
際
取
引

法
」
は
比
較
法
で
は
な
い
が
、
そ
の
応
用
問
題
で
も
あ
る
の
で
、

一
応
考
慮

す
る
。つ
ぎ
に
、
各
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
比
較
法
教
育
の
実
際
を
示
す
た

め
に
は
、
授
業
時
間
や
単
位
数
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
各
ロ

1
・

ス
ク
ー
ル
に
よ
り
、
学
期
の
期
間
・
数
が
一
定
し
な
い
た
め
、
省
略
し
た
。

比
較
法
関
係
の
コ

l
ス
は
、
大
体
、
週
二
時
間
半
年
と
い
う
の
が
多
い
。
わ

が
国
の
二
単
位
に
相
当
す
る
が
、
実
際
は
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
充
実
し
て

い
る
。ω五

十
嵐
・
比
較
法
入
門
一
頁
以
下
参
照
。
な
お
比
較
法
は
独
立
の
科
学

で
あ
る
か
、
た
ん
な
る
方
法
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
ア
メ

リ
カ
で
は
の
三
時
再
三
%
の
影
響
が
強
い
よ
う
で
あ
る
が
(
史
2
8
E
P

O
古田

E
-
H
y
m

一ω山
H
N
P
D℃
早
-
宅
-Nω
日

i
由
〉
、
実
際
は
も
っ
と
広



い
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
「
比
較
法
」
と
「
外
国
法
」

を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
逆

に
両
者
が
一
般
に
混
同
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
(
シ
ア
ト
ル
〉

アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

ま
ず
五
月
一
四
・
一
五
両
日
シ
ア
ト
ル
の
州
立
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
を
訪
問
す
る
。
こ
の
ロ

I
・
ス
ク
ー
ル
の
比
較
法
の
特
色
は

日
本
法
の
研
究
お
よ
び
教
育
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
し
か
も
、
そ
の
中
心

uリ
に
あ
る
の
は
、

ロ
g
H吋
-
E
g舟
g
ロ
教
授
を
ロ

5
2
0
H
と
す
る
「
ア
ジ
ア

法
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
印

H
E
E
d〈
同

VHomsg」
で
あ
る
。
国
g
《
凶
回
目
。
ロ
教
授
は
軍

政
官
お
よ
び
ロ
イ
ヤ
ー
と
し
て
日
本
に
長
期
間
滞
在
し
、
。

S
P
E
C
8
8
ι

』白宮口
g
o
c
d〈
?
|
叶
，

crロ
m
g
m
g仏
玄
邑
向
口
・

-
U
回
目
(
書
評
、
石
井
良
助
・

法
協
八
一
二
巻
九
・
一

O
号
〉
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ

の
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
教
授
の
う
ち
、
日
本
語
の
読
み
書
き
の
で
き
る
点
で

ま
れ
な
存
在
の
一
人
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
は
じ
ま
っ
て
か
ら
ま
だ
五
年
あ
ま
り
に
し
か
な
ら
な

い
が
、
す
で
に
研
究
・
教
育
の
上
で
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
ず

一
九
六
七
|
六
八
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
る
と
、
通
常
の
コ
I
ス
と
し

て
っ
て
三
年
生
向
・
選
択
課
目
と
し
て
〉

ωrgo含
2
5口

Sγ
宮
口
20

目、

2
2
3か
g口
〉
と

ω
F
g
L
R苦
ロ

S
2
5
2
σ

ピ
久
里
百
円
い
る

が
お
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
特
別
の
経
歴
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
の
ロ
イ
ヤ
l

に
有
益
で
あ
る
と
さ
れ
、
内
容
は
、
日
本
法
の
歴
史
、
西
欧
法
の
継
受
、
司

法
制
度
を
中
心
J

と
し
た
憲
法
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
法
曹
の
養
成
と
役
割
、

民
訴
・
民
法
・
商
法
令
一
中
心
と
し
た
日
本
の
法
典
の
要
素
、
三
法
典
の
関
係

お
よ
び
そ
れ
ら
と
特
別
法
と
の
関
係
に
ま
で
及
ぶ
。

E
g
r
a
s
の
編
纂

し
た
日
本
の
法
律
・
判
例
を
中
心
と
し
た
教
材
(
英
語
〉
を
田
用
い
て
い
る
。

「
中
国
法
入
門
」
の
方
は
、
中
共
法
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

日
本
法
に
つ
い
て
は
川
W
V宮口巾目。

E
君
伊
ヨ
5
R
が
通
年
で
開
か
れ
て
お

り
、
出

gLOHMS
教
授
と
越
川
裁
判
官
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
】

vg片岡
B
円宮川凶件。ゴ

l
ス
に
及
ん
で
い
る
。
と

い
う
よ
り
は
、
ワ
ツ
γ
ト
γ
大
学
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
は
日
本
法
の
研
究
の
た

め
に
の
み
司
O
凹
門

m
g仏
E
S
コ
l
ス
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

3

コ
ー
ス
あ
り
、

ω]己邑
n
u
f
r
d
g
d
g
H
a
ω
s
g
l
]告
白
口
20
斗
包
ロ
目
l

2
t
c
g
(出
g
円r
a
g
-
越
川
〉
日
米
間
の
紛
争
の
裁
判
管
轄
権
を
と
り
あ
っ

か
う
コ

l
ス
で
あ
る
。

伺

C
2
5凶

ω
s
g
ム
3
8
0凹
ゅ
の

8
5口
氏
口
問

HJol

口
g田
(ωE2EnF
川
島
・
土
井
三
教
授
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
川
島
教
授

の
代
り
に
、
バ
ー
ク
レ
イ
か
ら
加
藤
一
郎
教
授
が
参
加
さ
れ
た
と
の
こ
と
)
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日
米
契
約
法
の
実
際
的
比
較
を
行
な
う
コ

l
ス
で
あ
る
。
川
W

C口一円
&
ω
g
l

5
1』
3
8
2
0
C司
O
S
H
O
E邑
0
5
2
g
L
o
g
oロ
・
竜
田
〉

日
米
会
社
法

の
比
較
セ
ミ
ナ
ー
、
こ
の
コ

i
ス
に
は
、
私
も
一
度
傍
聴
す
る
機
会
が
与
え



料

ら
れ
た
。
出
席
者
は
八
名
、
う
ち
ア
メ
り
カ
人
は
出

g己
q
Sロ
以
下
回
名
。

日
本
人
は
竜
田
助
教
援
の
ほ
か
実
務
家
三
名
。
英
訳
商
法
典
と
重
要
判
例
を

資

中
心
と
し
た
教
材
を
使
用
。
当
日
は
計
算
規
定
の
所
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
竜
田

助
教
援
よ
り
、
日
本
会
社
法
の
内
容
の
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
に
出

gras

教
授
が
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
会
社
法
の
側
か
ら
補
足
説
明
す
る
。
所
有
で
、
日

本
判
例
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
に
要
点
を
語
ら
せ
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
若

干
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
。
世
界
に
お
け
る
日
本
法
研
究
の
水
準

を
前
提
と
す
れ
ば
、
か
な
り
程
度
の
高
い
コ

l
ス
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ロ

l

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発

展
に
と
も
な
い
、
急
速
に
日
本
法
の
文
献
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
す
で
に
、

法
令
集
・
判
例
集
は
完
備
し
て
お
り
、
定
期
刊
行
物
や
単
行
本
も
増
加
し
つ

つ
あ
る
。
し
か
も
こ
こ
に
は
、
日
本
法
専
門
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
が
お
り
、

よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
日
本
法
研
究
の
点
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
米

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
で
あ
る
。
第
一
回
目
は
回

E
ロ
2
4
gロ
g
2
5
5
に

つ
い
て
〈
巧
B
E口
問

S
ロ
ピ
宅
河
内
三

2
〈
c-
・
8
・

zo--〉
、
第
二
回
目
は

同
口
〈
由
片
岡
吋
凶
作
三
吋

5
5
R
C
Cロ
凹
に
つ
い
て
(
〈
o
f
ω
∞
・

2
0・
3
、
第
一
一
一
回
目

は
動
産
売
買
契
約
に
つ
い
て
(
〈
c
f
ぉ
・

Z

D

N

)

行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

巧
S
E口
問

S
P
E
d〈
問

2
-
2
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
の
論
文
は

日
米
関
の
共
同
執
筆
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
日
米
関
の
比
較
法
の
促
進

と
日
本
法
の
諸
外
国
へ
の
紹
介
に
貢
献
し
て
い
る
。
な
お
同
誌
で
は
、
フ
イ

リ
ッ
ピ
ン
法
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
な
わ
れ
て
い
る
(
〈
乙
・
4
0
・
Z
0・
3
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ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
日
本
法
研
究
は
、
商
事
法
に
中
心
を
お
き
、
き
わ
め

て
実
際
的
で
あ
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
学
の
お
か
れ
て

い
る
シ
ア
ト
ル
が
日
米
関
の
貿
易
の
拠
点
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
と

こ
ろ
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
比
較
法
は
実
用
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
は
出

g合
3
8
教
授
の
持
論
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
実

際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ア
メ
リ
カ
の
ロ

1
・
ス
ク
ー
ル
の
比
較
法
教
育
の
一
つ

の
特
色
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
を
追
う
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
ま
た
問
題
が

あ
ろ
う
。
後
述
の
よ
う
に
、
一
九
六
八

l
六
九
年
度
に
は
、
出
8
舟

B
ロ
教

授
は
ハ
ー
バ
ー
ド
に
ま
ね
か
れ
て
、
新
た
な
構
想
で
日
本
法
を
諮
ず
る
予
定

で
あ
る
の
で
、
そ
の
成
果
を
注
目
し
よ
う
。
な
お
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
お

け
る
臼
本
法
研
究
の
発
展
に
対
し
、
日
本
人
学
者
、
実
務
家
の
側
の
貢
献
が

大
で
あ
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(ニヰ

日
本
法
、
あ
る
い
は
中
国
法
の
研
究
・
教
育
を
除
け
ば
、
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
の
比
較
法
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
上
は
、
仰
の
O
B宮
E
号
。
「
ω
宅

(
2
2与
。
H

・
C
・
〉
が
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
他
の
多
く
の
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
場
合
と
同
様
、

nos-

宮
『
邑
2

F

m
若
と
い
う
名
称
を
冠
し
て
い
る
が
、
内
容
は
大
陸
法
〈
ド
イ
ツ

法
と
ソ
ビ
エ
ト
法
に
力
点
〉
で
あ
る
。
明
言
。
7
2
氏
は
ま
だ
若
い
助
教
授
で



シ
カ
ゴ
大
学
ロ
l
・
ス
ク
ー
ル
の
出
身
、
西
独
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
に
留
学
し
た

と
の
こ
と
。

比
較
法
の
名
を
冠
し
な
い
講
義
と
し
て
は
、
仙

W
F
Z
B
E
C
E
-
-
g
m
l

R
g
a
q
3
2
2
2
E
)が
比
較
法
に
密
接
に
関
係
す
る
ほ
か
、
同
，
E
r
学
部

長
の
講
ず
る
一
例

P
2
2
m
Q
h
a
ω
}
P
2
2
ω

の
こ
と
)
が
、
比
較
法
的
な
ア

-
ブ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

国
会
図
書
館

ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
滞
在
中
に
、
国
会
図
書
館
の
ロ
l
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(

同，

z
r白
玉
、
ピ
ゲ

E
々

え

の
C
口
四
日
間
印
〉
を
見
学
す
る
。
こ
の
ロ

1
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
蔵
書
数
は
一
四

O
万
冊
と
い
わ
れ
、
世
界
最
大
の
法
律
図
書
館
で
あ

り
、
文
字
通
り
、
古
今
東
西
の
法
律
文
献
を
蒐
集
し
て
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
ブ

フ

(2) (1)リ

tr1 >-
同ヨは
G 司、
》 戸白

g g つ
ロロ 2t!

r ゐ品
者 E五
ロEL2
<: t-' νノ

o: ~剖is司門
ロに
さー 分
忌れ
ロて
し、

る

ソ
ビ
エ
ト
は
じ
め
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文

献
も
こ
こ
に
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
に
つ
い
て
は
、
帝
政
戸
シ
ア
時
代
の
文
献
が

揃
っ
て
い
る
の
が
、
こ
こ
の
自
慢
で
あ
る
。

ω司
日

開

B
5
5
戸
ヨ
ミ
ロ
5
1
2
日
本
も
こ
こ
に
入
る
。
日
本
で
発
行

さ
れ
た
法
律
図
書
は
全
部
購
入
す
る
方
針
で
、
し
か
も
毎
年
予
算
が
余
る
と

の
こ
と
。
う
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
判
例
集
・
法
令
集
は
完
全
で
あ

る
が
、
単
行
本
と
な
る
と
、

一
見
し
た
だ
け
で
、
不
足
が
自
に
つ
く
。
日
本

法
専
門
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
が
い
な
い
こ
と
と
、
な
か
に
入
っ
た
業
者
が
必

ず
し
も
十
分
に
蒐
集
し
て
く
れ
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、

他
の
ロ
l
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
も
痛
感
し
た
。
せ
っ
か
く
、
予
算
が

あ
る
の
に
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ω国
防
官
E
n
F
ω
宅
豆
三
位
。
ロ
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ほ
か
、
ラ
テ

ン
・
ア
メ
リ
カ
が
こ
こ
に
入
る
。

川

w
z
g円
炉
室
内
E
E
M
L
〉

E
Eロ
「

E
d
U
2
E
F
Oロ

と
も
か
く
も
、
古
今
東
西
の
文
献
が
一
カ
所
に
あ
る
と
い
う
の
は
使
利
で

あ
り
、
こ
の
ロ
l
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
世
界
の
比
較

法
の
発
達
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

υリ

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
へ
は
五
月
二
三
日
に
訪
問
す
る
ο

丁
度
、
前
夜
警

官
導
入
の
あ
っ
た
後
の
た
め
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
い
れ
ず
、
ロ
i
・
ス
ク
ー
ル

の
方
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
予
定
し
て
い
た
出
血
自
己
教
授
と

の
面
会
は
実
現
し
、

ωnycc一
色
円
口
内
命
日
三
FOE-
〉

{Ea
の
一
部
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の

wroc-
司
令
}
中
心
と
し
て

説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

ω
n
r
g一
丸

F
R
S邑
ロ
ロ
己
〉
民
自
国
は
世
界
屈
指

の
国
際
問
題
研
究
所
で
あ
り
、
八
個
の
地
域
研
究
施
設
を
含
ん
で
い
る
。
そ

北法19(4・67)747

の
各
施
設
に
そ
れ
ぞ
れ
一
・
二
名
の
法
学
者
が
参
加
し
て
い
る
の
で
、
ヨ
ロ

ン
ピ
ア
の
比
較
法
の
特
色
は
、
地
域
研
究
の
一
環
と
し
て
の
比
較
法
に
求
め



業ト

ら
れ
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
所
は
研
究
お
よ
び
教
育
の

た
め
の
施
設
で
あ
り
、
こ
の

ωnroo-
に
お
い
て
も
、
若
干
の
比
較
法
関
係

の
コ
l
ス
が
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
各
研
究
施
設
ご
と
に
見
て
い
く
。

凶
河
口
凹
印
H
E
r
s
z
z

一
般
コ

l
ス
と
し
て

ω
ω
D
3
2
r
m回
二
口
凹
t
z
i

t
o
g
(出
回
自
己
)
・
研
究
コ
!
ス
と
し
て

ω
ω
O〈
目
立
の
gω
円F
E
E
S
-
「
ω者

ω

F若
宮

門

『

(
U
O
B
E
S
E
円巧
O
H
E
(
F
l

資

自門】同
νB口氏
n
o
(国
m
N
R仏〉、

S
H仏
他
)
。

』
oFロ
Z-
民俗
N
R仏
教
授
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
法

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
改
め
て
紹
介
の
要
を
み
な
い
と
恩
わ
れ
る
が
、

一
九

O
九
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
生
れ
。
戦
前
に
ソ
ビ
エ
ト
に
留
学
し
て
い

る
。
ソ
ビ
エ
ト
法
に
関
す
る
著
書
・
論
文
も
多
数
で
あ
る
が
、
日
下
、
教
材

と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
国
ω自
己

g
L
ω
宮
古
町
0・叫，
Z
ω
C
1
2

「巾伺凶
}
ω
3
5
2・
一
由
四
日
で
あ
る
。
刊
行
五
・
六
年
に
し
て
、
早
く
も
新
阪
を

準
備
中
と
の
こ
と
。
こ
の
教
材
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
判
例
の
英
訳
が
中
心
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
講
義
方
法
も
ケ
l
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
で
あ
る
。
教
授
は
こ

の
方
法
を
礼
讃
し
て
い
る
。
講
義
の
目
的
は
、
実
用
性
よ
り
は
理
論
性
に
重

き
を
お
い
て
い
る
。

助
阿
佐
ω門
〉
ω一S
F
S
Z
Z
こ
の
研
究
施
設
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日

本
研
究
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
が
、
法
律
に
は
重
点
が
お
か
れ
ず
、
コ
ー
ス

と
し
て
は
帥

ω
2
5
R
s
r宮
日
開
ピ
者
(
宅
三
EBω)
が
あ
る
の
み
。

こ
こ
で
は
、
実
務
家
が
講
師
で
あ
る
。

制
何
日
。
ョ
E
T
E
Z
Z
選
択
コ
i
ス
と
し
て
伺
肘
ロ
8
胃
g

r
曽
-

∞司
2
0
5
m
(∞
NFLFZ〉
が
あ
る
。
。
宮
ユ
由

ω
N
F仏戸時
ω
教
授
は
、
も
と
ハ
ン
ガ
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リ
l
の
学
者
、
回
E
F
O四日間】
}
q
D口
明
。
邑
間
口
白
口
L
h
c
g宮
S
C
5
「
白
耳

∞
c
c
r
ω
E
L
〉円
5
5
5
R口問
-Er--umMー
な
ど
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ

る
。
テ
キ
ス
ト
は
、

ωHELMZ-HW己】「
C旬日出回戸、何回
ω-ω
同凹円。口出・

制

E
E
F
何
日
ニ
ロ
ω
Z
E
m

」
の
研
究
施
設
は
イ
ス
ラ
ム
の
世
界
を
対

象
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
法
の
コ
l
ス
と
し
て
伺

V
U
B
W
E当

(ω
与
ωl

円
宮
〉
が
あ
る
。
』
O凶
S
F
F
Y
R
Z
教
授
は

O
ユ
m
H
5
0同
g
c
E
Bヨ
ωl

《
目
白
ロ
]
戸
江
省
ELEno-ω
丘

FB司百回目
o
p
-
U印∞
-KFロ
ゲ
可
C内田口の片岡
D口
S
H
ω
l

F
B
K
「
ω
d
F
呂
田
ム
の
著
者
と
し
て
、
世
界
に
知
ら
れ
る
イ
ス
ラ
ム
法
研
究

者
で
あ
る
。

ω
F
5
2件
。
。
ロ
何
日
件
。
。
ロ
可
弘
明
戸
吋
D有
法
の
上
で
は
、

こ
の
地
域
は

社
会
主
義
法
に
属
す
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
の
公
法
の
コ

l
ス
は
河
口

g
g

r
a
z
g
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。

例

H
g
c
z
z
c
h
k
F
E
Sロ
盟
主
E
法
律
の
コ
l
ス
と
し
て
州
w
p
c
σ
l

σロロ:;;"
~臼...，
('!)ー口

。;J>

が昔ロ
あ EE
る山コ.
。 c 門

戸hω
ロ
E 円
者 h
凶、

ロ f‘、
仏 w
P E 
〈宮-
c1l o-1 
-¥J  o 
宮ぉ
E よ
ーび

8" (8) 
CJ""' 

('!) fD 

~ e. 
ロ
ロ日

;J> ~ 
炉事、 ー，
ロ】
g b 

('!) 

Q 8 
ヌ二 '" 。-
'i' ~ 

制

F
S
Z
R
。同

E

E
〉
B
E
n
g
ω
z
p
g
法
学
者
と
し
て
は
、
出
巾
口
々

河
内
凶
作
〈
ロ
由
教
授
が
い
る
。
《
山
内
〈
ユ
日
教
授
は
り

2
正
ω
ロ仏

Lm
〈
号
♂



、吋
}
M
O
P
E
n
r
「巾聞と

ω
3
5
B
L
U印
∞
の
共
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が

阿
見
耳
〉
目
。
片
付
ω
ロ
戸
ω君
。
。
口
宮
『
の
り
町
R
S円
と
し
て
、
ラ
テ

γ
ア
メ
リ
カ

法
の
研
究
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
法
律
の
コ

l
ス
と
し
て
は
、
仙
W
F
R円

〉
g
q
Eロ
ピ

主

伊

5
5
(品
。
〈
ユ
g
〉
が
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
含

3

2

0口《
HMND《笠間
5
N
l
Z
C〈仲間"、
HdoFω
唱
え
子
。
〉
ヨ
2MEm-
吉
田
・

日

ω
g任
命
門
口
〉
ω
F
E
T
m
z
g
g
こ
の
研
究
施
設
に
は
法
学
者
は
参
与
せ

アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

ず
、
コ
ー
ス
も
な
い
。

以
上
か
ら
分
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
比
較
法
は
、

ωnroo-D町

HDZBω
門
戸

Oロ
ω
-
-
E
E
E
の
中
で
地
域
研
究
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
、
各
地

域
ご
と
に
一
流
の
学
者
を
擁
し
て
い
る
。
こ
れ
と
日
本
の
大
学
(
と
く
に
東

大
法
学
部
〉
の
比
較
法
関
係
の
講
座
を
比
較
す
る
と
、
彼
我
の
比
較
研
究
の

関
心
の
ち
が
い
が
よ
く
分
る
。
比
較
法
が
地
域
研
究
と
し
て
行
な
わ
れ
る
場

合
に
は
、
そ
れ
は
必
然
的
に
法
社
会
学
的
に
な
る
と
い
う
長
所
が
あ
る
。
し

か
し
、
各
研
究
施
設
に
お
い
て
、
他
の
専
門
分
野
の
学
者
と
ど
れ
だ
け
協
同

し
て
研
究
し
て
い
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
さ
ら
に
、
綜
合
地
域
研
究
所

の
特
色
を
生
か
し
た
綜
合
的
比
較
法
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
後
そ
の
方
向
に

と
し
て
の

ω口
roo-

す
す
む
か
ど
う
か
も
不
明
。
い
ま
壮
大
な
建
物
を
建
築
中
で
あ
る
が
、
完
成

後
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

同

前
述
の
よ
う
に
、
ロ
l
・
ス
ク
ー
ル
の
方
は
見
学
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
そ
こ
に
お
け
る
比
較
法
教
育
に
つ
い
て
は
、
出
ωEHι
教
緩
か
ら
の
聞

き
と
り
に
も
と
づ
い
て
二
一
吉
す
る
に
と
ど
め
る
。
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
に
お
い

て
も
、

ωnrD-与
え

F
E
B
E
E
-
〉

F
5
で
行
な
わ
れ
て
い
る
外
国
法
関

(
1〉

係
の
課
目
と
同
一
ま
た
は
同
様
な
も
の
が
講
義
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
教
育
上
の
効
果
が
重
視
さ
れ
、
選
択
必
修
の
地
位
を
与
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
外
国
法
関
係
の
コ

l
ス
の
ほ
か
、

m，
E
a
s
gロ
教

授
の
担
当
す
る

T
S胃
t
g
n
o
が
比
較
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
同
教
援
の
著
書
、
た
と
え
ば
『
hmmw一
寸

7
8
タ

日
}H
邑
・
一
回
目
吋
や
戸
。
耳

5
m
の
宮
口
問
5悶

ω
c
n
w
q
-
E包
を
見
れ
ば
、
こ

の
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。

国

な
お
、
コ
ロ
ン
ド
ア
大
学
に
は

MMCHr号
待
700一
色
司
2
2間口
gι

。
O
B日出
E
5
0
下
旬
唱
と
い
う
名
称
の

w
r
o
c
-
-が
あ
る
。
こ
れ
は
比
較
法
研

究
所
で
は
な
く
、

HUD持
日
氏
の
基
金
に
よ
る
若
干
の
比
較
法
講
座
の
名
称
で

あ
り
、
出
ω自
己
に
よ
れ
ば
、
自
分
も
そ
の
ポ
ス
ト
を
占
め
て
い
る
が
、
そ

れ
以
上
の
実
態
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

他
出
版
活
動
や
実
務
家

r対
す
る
比
較
法
教
育
も
行
な
っ
て
い
る
。

注

ω
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
、
参
照
し
え
た
の
c
r
g
E臼

C
E
2
5
q

切口一一ゆ円
5
・∞ロ
}MOD-o『
H
L
Z
一回目∞
lmu
に
よ
り
た
し
か
め
え
た
。
そ
の
他
、

ロ
1
-
ス
ク
ー
ル
独
自
の
比
較
法
関
係
の
コ

l
ス
ま
た
は
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
。
。
ョ
宮
E
C〈
巾
「
E
d
2巾
〈
ロ
2
・
フ
ラ
ン
ス

北法19(4・69)749



料

法
中
心
)
、

F
8
5呂
D口
丘
一
∞
EFHM何回
ω
吋
ヨ
ロ
g
2
5
5
5
p
o
(
U
O
B
E
E

Y
両日}内向同(同
ucmymロ仏

ω
E
E
)
・
F
R
B
E
3ロ
ω一
吋
包
ロ
包
円
江
Oロ
回
目
ロ
「
虫
ω

U2-o-G同国仏(リ
Dロ
=
庄
内
ω
(明
日
耳
〉
・

ω
0
5
5
R
E
Z
E吋

E
M
L
P白内泣
F
H
u
g
i

R
S
「
0
1
r
a
z
H
5
5
2
m
r
R
S
Y
ω
S
E
R
E
dぐ
C
H
E
E
4
〈

E
m
-

-
同
司
)
・

資

四

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ロ

I
・
ス
ク
ー
ル
は
有
名
な
ワ
シ
ン
ト
ン
広
場

の
一
角
に
あ
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と
同
様
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
は
よ
く

な
い
。
こ
こ
で
は
、
最
近

F
5
2円
ゆ
え
の
D
B宮
BHF2Fω
君
の
り
『
2
S円

に
な
っ
た

ζ
E
M
2
-
伊
}
喜
一
口
仏
教
授
を
訪
問
す
る
。
教
授
は
オ
l
ス
ト
リ

け
ア
生
れ
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
比
較
法
研
究
所
長

F
E
W
7
5口
仏
教

授
と
は
無
関
係
と
の
こ
と
。

さ
て
、
こ
の

同ロ
m
t
E内
向
。
『
(
リ
0
5日】
ω自
己

a
Z
F問
者
は
目
。
R
E
2
m
5
2
l

S
R
で
あ
っ
て
、
同
町
田
巾
白
円
n
r
5
5
2
S
で
は
な
い
。
私
な
ど
、

5
5
2斥
と
い

つう
たと

こす
のぐ

EZ 
ろの

号研

は第
九言
マヂ ，.，.、
二工 し、

言う
ドiか

J、、
設る
:;L の
さ-l:; t!. 
ぺが

主 ν

と」
'れ
二二 t工

主君
ヒ以

ノレ 4 

ロ
1
固
か
ら
の
留
学
生
に
対
し
、
英
米
法
の
基
礎
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
一
年
間
の
コ

l
ス
で
あ
る
の
で
、
日
本
の
留
学
生
に
と
っ

て
も
、
適
当
な
施
設
と
い
え
る
。
事
実
、
過
去
に
数
名
の
日
本
人
が
参
加
し

て
い
る
。
同
種
勾
コ

i
ス
は
、
他
の
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
に
も
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
わ
れ
わ
れ
に
と
り
、
こ
の
よ
う
な
外
国
人
向
け
の
コ

l
ス
が
よ
い
か

ア
メ
リ
カ
人
と
伍
し
て
苦
斗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
通
常
の
コ

l
ス
の
方
が

よ
い
か
、
意
見
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

同

一ュ

l
ヨ
ー
ク
大
学
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て

は
、
比
較
法
関
係
の
コ

l
ス
が
き
わ
め
て
多
い
。
一
九
六
七
|
六
八
年
度
の

開
講
一
諜
目
中
、
比
較
法
に
関
す
る
も
の
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

川】
ι
円
F
E
e
-
2
0町
長
ゅ
の
H
d
E
h
d弓
(
基
礎
コ

1
ス、

ω
n
r
i
E
)
 

ス
ト
は

5
ロ
宮
内
「
司
タ
わ
E
-
H
h
2
2
m
g
g
の
ほ
か
雑
誌
・
論
文
を
使
い

ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
で
行
な
う
。
教
育
の
目
的
は
理
論
的
な
函
の
ほ
か
、
実

務
の
た
め
の
基
礎
を
与
え
る
こ
と
も
、
と
く
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ

l

・
ス

ク
ー
ル
と
し
て
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
符

F
3ロ
ι
教
授
の
見
解
で
あ

る
。
な
お
、
大
陸
法
に
つ
い
て
は
セ
ミ
ナ
ー
も
あ
る
。
川
w
p
c
E
0
5
5
任。

口
三
]
「

ω当

(ωnr耳
目
口
仏
〉
が
そ
れ
。

大
陸
法
の
ほ
か
、
こ
こ
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
の
コ
l
ス
が
独
立
し
て
い

る
。
仰
吋

Z

F
〈
百
戸
内
聞
と

2
2
5
3
E言
。
γ
川
W
E
R広
島
司
自

σl

-
m
g
ω
5
ω
0
1
2
r
ω
宅

(ω
吉
宮
町
C)
・
同

ω
o
i
z
H
D
Z円買
2
5
0ロ
a
r
z
T

E
E
S
-
r
g
ハ
担
当
者
不
明
〉
・

ωは
ソ
ビ
エ
ト
法
の
入
門
コ

l
ス
、
仲
は

財
産
・
相
続
・
家
族
の
分
野
に
お
け
る
近
時
の
発
展
を
中
心
と
す
る
。
な
お

H
E
m
n
ω
Eヲ
B
教
授
は
、
前
掲
の
回
目
白
L
E
L
ω
E宮
門

0・-『
r
o
F
1
2

Hhmω-ω
万
円
。
ョ
で
分
か
る
よ
う
に
、
国
ωN司
仏
教
授
の
協
力
者
で
あ
る
。

北法19(4・70)750
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アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

以
上
の
よ
う
な
外
国
法
関
係
の
コ

l
ス
の
ほ
か
に
、
こ
こ
で
は
比
較
O
O

法
と
い
う
コ

I
ス
が
多
い
。
ま
ず
商
法
に
つ
い
て
は
、
同
「
ω
門戸口〉
B
2
2ロ

(
U
0
5
5
R
E
m
-
E当
(
国
ゆ
耳
目
ωロロ
γ
仰

の

ogH出
回
号
。

τ耳
C
『
回

5
5
2目

。
片
岡

B
E
t
s
ω
(
国

Z
B
Eロ
γ
刷
毛
g
R
E
F
S宮
山
由
。

o
E
E
2
E

「
ω
〈
〈
(
国
与
口
)
と
充
実
し
て
い
る
。
比
較
憲
法
に
つ
い
て
は
、
例
。

c
g宮
B
l

牙
m
h
o
D由
民
同
三

FO口
白
一
「
白
玉
、
【
(
戸
市
H
6・
帥

E
(同
)
が
あ
り
、
比
較
刑
事

法
に
つ
い
て
も
帥

n
D
B宮
g
z
z
の
日
ロ
古
田

-rm巧
(
虫

2
8君
。
お
よ
び

悼
の
0
5官
自
己
〈

m
o
g
-ロ
ω
-
p
s
a戸
回
目
(
同
)
と
い
う
こ
つ
の
セ
ミ
ナ
ー

が
あ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
英
米
法
と
大
陸
法
の
比
較
を
中
心
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
他
、
研
究
者
養
成
用
の
コ

i
ス
の
中
に
あ
る

M
w
m
O
B
E
g仏
わ

051

宮

3
2
2
C耳
が
注
目
さ
れ
る
。
担
当
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
比
較
法
学

者
円
h

白老
8
ロ
教
授
で
あ
り
、
夏
学
期
に
三
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
。

五

ノ

i
パ
l
ド
大
学

け

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
は
五
月
二
七
日
よ
り
二
九
日
に
か
け
て
訪
問
し

〉
吋
円
「
日
、
『
・

5
ロ
Y

向。7
5ロ
教
援
と
出
2
0
5』
-
F
g
g
教
授
に
会
う
こ
と

が
で
き
た
。
こ
こ
は
、

一
流
中
の
一
流
ロ

I

・
ス
ク
ー
ル
の
こ
と
ゆ
え
、
改

め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
比
較
法
の
側
面
で
も
見
る
べ
き
も
の
が
多

ぃ
。
ま
ず
誇
る
べ
き
は
、
蔵
書
一

O
O万
冊
を
こ
え
る
と
い
う
ロ

l

・
ラ
イ

プ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
コ
モ
ン
・
ロ

l
領
域
の
文
献
が

完
備
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
シ
ピ
ル
・
ロ

l
国
を
は
じ
め

ほ
と
ん
ど
全
世
界
の
法
律
文
献
を
蒐
集
し
て
い
る
点
で
、
国
会
図
書
館
の
ロ

i

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
並
ぶ
存
在
で
あ
る
。
比
較
法
研
究
所
の
優
劣
を
蔵
書

数
に
求
め
う
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
の
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
は
世
界
一
と
い
っ
て

よ
い
。問

題
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
利
用
し
て
、
い
か
に
組
織
的
な
研
究
・
教
育
が

行
な
わ
れ
て
い
る
か
に
為
る
。
こ
の
点
で
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の

は
、
第
二
次
大
戦
後
に
設
け
ら
れ
た

F
5
5
3
8包
ド
お
と

ω
Z
L
E
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ひ
ろ
く
国
際
的
な
法
律
問
題
の
研
究
を

対
象
と
す
る
も
の
で
、
比
較
法
の
ほ
か
に
、
国
際
法
・
渉
外
法
を
ふ
く
ん
で

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
お
よ
び
、
そ
の
た
め

の
建
物
)
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
現
在
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
地
位

の
反
映
で
あ
る
。

F
R
E
E
-
E
-
H
h明白
-
ω
Z
L
F
2
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
主
要
な
も
の
は
、

F
Z
E
m
t
o
g
-
、H，z
p
c
m
Eヨ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
税
法
に
関
す
る
比
較
法

的
研
究
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、

巧
O
叶

-
L

、H
，

a
ω
3
2

を
刊
行
し
て
い
る
。
各
国
の
税
法
の
研
究
書
で
あ
る
が
、
す
で
に
一
一
巻
出

て
い
る
。
日
本
は
近
刊
予
定
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除

け
ば
、
組
織
的
な
研
究
は
な
く
、
あ
と
は
個
々
の
研
究
者
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
は
ソ
ビ
エ
ト
の
計
画
経
済
の
構
造
、
中
国
法
、
ま
た
、
民

北法J9(4・7J)75J



料

訴
法
の
比
較
研
究
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
タ
ト
が
あ
る
。

同

H

比
較
法
教
育
の
国
で
も
、

一
流
の
比
較
法
学
者
に
よ
る
コ

l
ス
が
か

資

な
り
多
い
。
こ
の
点
で
は
、
他
の
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。

た
だ
し
、
こ
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
豊
富
で
あ
る
の
で
、

ー
バ

l
ド
・
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
中
で
の
比
較
法
教
育
の
地
位
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
と
く
に
特
色
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
(
以
下
は
一
九
六
八
|
六
九
年
度
予
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
)
。

一
年
目
の
コ

1
ス
中
に

ω
p
g
]毛
B
mロ
ゴ
》
『
仁
司
自
仏
む
智
一

E
S
E
-
cロ
聞
が
選
択
コ

l
ス
と
し
て
三
種
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

F
B
E

ω 
の
担
当
す
る
コ
ー
ス
は
、
法
の
発
肢
を
比
較
法
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

(B) 

二
年
目
コ
l
ス
。
次
の
四
種
の
コ
l
ス
が
あ
る
。
川
W

吋
Z

C三一

大
陸
法
の
入
門
的
コ
)
ス
。
〈
C
D
v
r
向。
7
1

「
ω君

ω官
庁
ヨ

(A3ロ
豆
岳
円
。
ロ
)

吊
ロ
は
、
戸
白
老

E
r宮
P
呂
田
ω
の
編
者
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
り
有
名

で
あ
る
が
、

一
九
二
二
年
ミ
ネ
ソ
タ
の
生
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
で
学
ん
だ
後
、

ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
三
国
に
留
学
し
、
現
在
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

代
表
的
な
大
陸
法
研
究
者
で
あ
る
。
教
材
は

gロ
玄
各

g-
吋
Z

C〈片}

「
曲
者

ω万
円
巾
ヨ
一
の
宮

g
B
ι
ζ
弘
吉
田

r
h
C円
H
F
巾
(
リ

0
5日
封
切
出
江

4
2
ω
Z《守

DhFmW4・
S
M甘
・
一
回
印
吋
こ
れ
は

ω白日戸
-
2
5
m
2・{け
c
g宮
E
C
Z
「
日
〈
と
と

も
に
、
代
表
的
な
比
較
法
の
教
材
で
あ
る
。
内
容
は
仏
独
法
の
入
門
的
部
分

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
、
独
仏
不
法
行
為
法
、
独
仏
債
権
法
の
三
つ
の

テ
l
マ
に
つ
い
て
、
判
例
を
中
心
と
し
た
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
比
較
法
教

に
続
き
、

北法19(4・72)752

育
の
目
的
は
、
た
だ
単
に
外
国
の
法
制
度
を
教
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
考
え

方
や
分
析
方
法
の
相
違
を
理
解
さ
せ
る
点
に
あ
る
、
と
い
う
教
授
の
方
針
が

よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
ヶ
l
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
が
と
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

ωの
向
日
目
白
ロ
ハ
同

p
g
n
r
r
p耳
〈
町
内
E
庄
内
『
)
上
述
の
の

5二
b
当

ω
3

2
5
が

E
E円
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
応
用
的
な
コ

1
ス
で
あ
る
が
、

ど
ち
ら
も
独
仏
法
を
中
心
に
行
な
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
コ

1
ス
の
特
色
は
、

カ
タ
ロ
グ
の
記
述
か
ら
で
は
よ
く
分
ら
な
い
。

川
刊
の
O
B目
5
2
8ロ
C
{
ω
G〈
E
m
E
〉
日

q
F
n
g
「
ω耳
〈

切

22ω
口
)
回

2
5
2

は
一
九
一
八
年
の
生
れ
。
イ
エ
ー
ル
で
摩
史
一
を
専
攻
し
て
か
ら
、
法
律
に
転

じ
た
。
い
ま
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
法
研
究
の
指
導
者
と
し
て

ZPNRι

と
並
ぶ
存
在
で
あ
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

H
N
Z
E
Eロ
岡

山

2
2月}戸

の
め
口
門
司
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

彼
の
ソ
ビ
エ
ト
法
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
、
』
5
2
3
5
子。

C
ω
・
ω・
列
日
ロ
ハ
目
立
一
回
目
ω
(初
版
の
訳
、
明
山

ソ
ビ
エ
ト
法
制
度
論
)
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
コ

1
ス
に
は

そ
の
他
∞
2
5
g
g
ι
ω
司

5
門同一
2
・
ω
0
5
2
(リロ
BH口同
-
F∞
者

B
L
P
c
n巾
l

ιロ
河
口
吋
roMUω
同り
ω問
。
。
ι24
石田町一

ω
0
4
E
ω
z
z
z
m
ω
ロ
L
U
2
5
5ロ
ω
の

中
の
数
冊
が
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
前
者
は
堂
々
た
る
大
著
、
後
者
は



ソ
ビ
エ
ト
の
法
律
と
判
例
を
英
訳
し
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
∞
ヨ
E
E
は
比

絞
法
に
お
け
る
法
社
会
学
的
方
法
を
強
調
し
、
た
ん
に
「
ソ
ビ
エ
ト
法
」
を

教
え
る
の
で
は
な
く
、
ソ
ビ
エ
ト
法
と
ア
メ
リ
カ
法
の
「
比
較
」
を
教
え
る

の
だ
と
力
説
し
て
い
た
。
そ
れ
が
コ
ー
ス
の
標
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

る

アメリカにおける比絞法の研究および教育の現状について

同

吋

r
o
c
d々
。
二
口
3
5え
FOE-
吋
E
D
2
2
5
5
8
L
m巳
RHOZM(〈
兆
円

M

g
L
ω
5
2司
〉
こ
の
コ

i
ス
が
比
較
法
と
関
連
深
い
こ
と
は
、
他
の
ロ

l

・

ス
ク
ー
ル
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

三
年
目
コ

l
ス
。
前
掲
の
二
年
目
コ

l
ス
の
う
ち
、
J

「
ro

。2-
一

(c) 
戸田耳

ω
3
S
B
以
外
は
、
三
年
目
の
コ

l
ス
と
も
な
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の

と
し
て
、
日
本
法
に
関
す
る
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、

こ
れ
は
、
商
取
引
の

川
開
口

E
口
四
回
5
2
2
5
F
r宮
口
(
出
E
内凶
3
8
)

相
手
方
と
し
て
の
日
本
法
の
知
識
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
実
際
的
な

コ
l
ス
。
前
述
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
出
2
舟
a
g
教
授
が

5
E
5同
哩
Dl

r
g
a
と
し
て
担
当
す
る
。
つ
ぎ
に
、
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
が
、
の
↓

z

γ
向。《凶司口一
E
E
D
D
O『
同
』
当

5
何
日
門
〉
巴
印
(
の
o
Zロ
hwロ《
H
H向。口【目。
5
0ロ)

れ
は
出
g
r由
。
ロ
教
授
の
ほ
か
に
、
若
き
中
国
法
の
専
攻
者

7
8
5
0
〉・

。
o
r
g
教
授
が
加
わ
る
。

一
年
を
通
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
で
、
日

本
と
中
国
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
法
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
西

欧
法
の
影
響
の
ほ
か
、
日
本
法
中
国
法
の
相
互
影
響
の
点
に
も
重
点
を
お
い

て
、
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

的
で
あ
り
、
成
果
を
期
待
し
た
い
。

そ
の
他
、
国
際
法
の
比
較
と
し
て
、
同

ω
0
5
2・
。
r
E
E
P
B仏
当
2
1

2
ロ
〉
沼
v
g
R
r
a
g
-ロ門
mghz-Dロ
m-Fω
耳
(
四
CM《S
F
出

2
E
D
自
己
《

UGi

ro口
〉
が
あ
る
。

」
れ
に
は

z
g牛
2
8
2
も
意
欲

(0) 

以
上
の
ほ
か

F
5
3
2
5
5
}
F
a巳
ヨ
邑
E
の
コ

l
ス
の
中
に

比
較
法
関
係
の
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
前
述
し
た
も
の
と
重

複
し
て
い
る
。
い
ま
ま
で
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
以
下
の
よ

う
な
、
国
際
取
引
に
関
す
る
コ

l
ス
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
が
多
数
お
か
れ
て
い

る
。
刷
、
H，
Z

E
君
主

H
Z
0
2
5
0
B
]
吋
日
内
庁
(
∞
g
E
E
Y
岬
F
R
E
E
-
-
=

ω-
〉
名
2
2
0
h
C
E宮
内
】
自
己
g
H
D
8
5
σ

叶内
w
g
c
cロ
(
O君
。
コ
印
)

ω
E
R
E
t
s
m
}
F
E
M
2
0品
目
5
5
5
〈の
Z
司
自
〉
・

ω
ω
3
2
1

E

3
山
氏

O
E
F
E
n
-
v
g
r
r
2
2
ぉ

ε・
帥

ω
3
5
R
Z
主

〉

ω匂
命
凸
訴
え
岳
町

(UDEB-uロ
ζω
持
2
3
5
5吋
γ
凶

ω巾ヨ
E
H
-
同，

E

M

凶巾『
2
5
5
u
m〈己
D宮
口
問
の
E
Z
E
g
(
0
5
2
E〉
。
こ
ん
ど
の
視
察
の
範
囲

ラM

」

内
で
は
あ
る
が
、
こ
の
方
面
に
関
し
て
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ

l

・
ス
タ
ー

ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
一
番
充
実
し
て
い
る
。
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注

ω
そ
の
成
果
の
一
部
が
、
剛
山
名
目
B
-
S
D
広
各
局
ロ

ω
主
将
Y
5
E
-

2
5印
巾
問
え
の
向
日
自
の
ヨ
ニ
可
3
8門r
B
-
〕
二
回
mW2・
rMN・
二
回
ω
・

工
会
で
あ
る
。



来十

ーム.ノ、

コ
1
ネ
ル
大
学

↓
 コ
l
ネ
ル
(
(
リ

2
5
5大
学
は
、

一ュ

l
ヨ
l
ク
州
の
中
部

rzs

資

に
あ
る
。
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
な
け
れ
ば
行
け
な
い
、
へ
ん
び
な
山
奥
に
あ
る
と

い
う
感
じ
だ
が
、
そ
の
美
し
く
壮
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
私
を
驚
か
す
に
十
分

で
あ
っ
た
。
こ
こ
を
訪
問
先
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
研
究
上
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
大
で
あ
る
削
耐
え
D
民
国
・
伊
豆
2
5凹
司
教
授
に
会
う
の
が
目
的
で
あ
っ

た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
る
だ
け
で
も
は
る
ば
る
来
た
か
い
が
あ
っ
た
。

〈

1
)

ω口
E
2
5悶
q
教
援
は
ド
イ
ツ
生
れ
(
一
九

O
九
年
)
。
ミ
ュ
ン
へ
ン
で
学
ん

だ
後
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
。

裁
判
官
を
経
て
、

一
九
四
八
年
以
来
、
コ

l
ネ
ル
・
ロ

i

・
ス
ク
ー
ル
で
比

絞
法
そ
の
他
を
講
じ
て
い
る
。
一
九
五

O
年
に
初
阪
の
出
た
教
材
、

同封

S
Z
Z
F白
老
口
の
E
2
8仏
沼
氏
自
己
ω

は
ア
メ
リ
カ
で
「
比
絞
法
」
と
い
う。cB
I

名
を
冠
し
た
最
初
の
書
物
で
あ
っ
た
。
本
警
は
、
す
ぐ
注
目
さ
れ
る
と
と
も

(
2
)
 

に
、
ア
メ
リ
カ
中
で
広
く
利
用
さ
れ
、
五
九
年
に
再
販
が
わ
O
B宮
g
t
2

rm口
元
の
自
由
・
、
H

，
Z
H抽
出
品
え

2
5
r・
8
印
甘
・
と
し
て
出
て
い
る
。
こ
の
教
材

は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
な
ど
大
陸
法
を
対
象
と
し
、
私
法
(
訴

訟
法
を
含
む
〉
を
中
心
と
し
て
、
判
例
・
条
文
・
論
説
の
英
訳
を
あ
つ
め
、

編
者
自
身
の
か
な
り
詳
し
い
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
あ
る
。
目
下
、
第
三
阪
を

準
備
中
と
の
こ
と
。
新
阪
で
は
、
対
象
が
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
、
日
本
の
判
例

も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
比
較
法
学
者

(
た
と
え
ば
出
ω自
己
)
に
よ
れ
ば
、

ω
n
E
2
5向
。
『
こ
そ
、
実
際
的
な
目
的

〈

3
)

で
比
較
法
教
育
を
行
な
っ
て
い
る
代
表
者
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
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教
授
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
、
い
ま
は
考
え
方
が
少
し
変
り
、
理
論
的
な
目
的

も
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
点
も
、
新
版
に
影
響
す
る
で

あ
ろ
う
。

コ
l
ネ
ル
・
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
比
較
法
関
係
の

ω。
0
5
3
2
Z
2
戸
白
老
(
伊
豆
宮
山
口
問
。
円
)
の
ほ
か
で

は、

ω
(
u
o
g宮
5
2
2
E唱
え

O
E
m
E
0
5
ω
3
5円
(
巧
呂
)
が
あ
る

コ
ー
ス
は
少
な
い
。

の
み
。
こ
れ
は
、
契
約
・
準
契
約
・
不
法
行
為
を
中
心
と
し
た
英
米
法
と
大

陸
法
の
比
較
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。

コ
l
ネ
ル
・
ロ

1
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
比
較
法
研
究
の
中
で
特
筆

す
べ
き
は
、

ωロ
E
2
5
m司
教
授
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
コ

l
ネ
ル
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
位
界
各
国
か
ら
学
者
を
集
め
(
た
だ
し
、
日

(斗
本
人
は
参
加
せ
ず
)
、
契
約
の
成
立
を
テ
1
7
と
し
て
、
法
体
系
の
相
違
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
に
同
様
な
解
決
が
得
ら
れ
て
い
る
か
を
、
機
能
的
方

〈

4
V

法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
し
、
最
近
そ
の
成
果
が
二
冊
の
大
著
明
2
5え
5
ロ
え

の
C
口門叶山門叶
ω一
ωω
門
戸
仏
可
え
の
D
E
E
D
口
。
0
5
0『「内問山一

ω百円
E
H
f
一
回
目
∞
と

な
っ
て
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
は

司
D
正
明
。
戸
口
仏
旦
E
ロ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
よ



う
な
国
際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
、
財
政
問
題
が
一
番
図
雑
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
比
較
法
研
究
に
対
し
て
は
ア
メ
リ
カ
も
ま
た
然
り
、
と

い
う
べ
き
か
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
比
較
法
の
将
来
に
対

し
画
期
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

アメリカにおける比較法のOf究および教育の現次について

注

ω
な
お
、
こ
の

H
N
t
c
R
∞
-
W
Z
2
5
m司
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
の
専
門

家
で
、

ω一2
5
r
m乙
d
d
m
o
q
-
同
ロ
品
丘
-
一
白
山
一
(
長
谷
川
訳
・
ソ

ビ
エ
ト
法
理
論
)
叫
，
Z
3
5己可

E
円Z
C
-
ω
・ω-HN-
一
回
会
な
ど
の
著

者
と
し
て
知
ら
れ
る
河
口
Lc-同
W
E
E
-
z聞
耳
と
別
人
で
あ
る
。
同
姓

同
名
の
た
め
、
私
自
身
こ
れ
ま
で
思
い
ち
が
い
を
し
て
い
た
。

ω
本
書
に
対
し
て
は
全
世
界
か
ら
三
五
以
上
の
書
一
評
が
で
た
が
、
そ
の

大
部
分
が
好
意
的
で
あ
っ
た
。
な
お
一
九
五
二
年
当
時
、
一
二
の
ロ

1
・

ス
ク
ー
ル
に
よ
り
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
o

m
p
。円以・

2
?
円Y
M
K
S
'

何
事
実
、

ω口
Z
2
5
m
R
吋

g
n
r
E聞
の

O
B宮
5
2〈
ぬ
「
2
F
C司
-
n
=・

は
、
比
較
法
教
育
は
将
来
の
実
務
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
非
学
問
的
に
な
る
こ
と
は
な

い
こ
と
を
、
強
調
L
て
い
る
ο

ω
コ
l
ネ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
2
5
m
R
F
5
7

口
7
0ロ
ユ
屈
の
め
ロ
命
昌
一
司
ロ
ロ
口
戸
間
)
}
巾
凹
D
h
「
日
号
河
内
円
。
間
三
月
仏
『
可
。
2-一↑N
め仏

Z
ω
2
0
5
H
O
E
-
5何色町

ω
Zぬ
耳
目
JC]ぬ
円
け
印
一
〉
E
2
』・

c『
同
ロ
芯
司

円
、
吋
一
凶
九
千
(
一
∞
印
吋
)
一
仏
0・・同，
F命
。
c
g
g
oロ
(UC月
C『
戸
。
四
ω
一ω
u
B
Rヨ
ヨ

〉
ロ
明
日
日
開
-
口
問

ω
c
E
0
2
0町
(Uog官民山門戸〈伶

ω
Z
Lア
}
内
M
H
r
n
g
Zミ

(UOB官
民
自
己
〈
め

E
L
(
U
O
E
D
R
Z
F
ω
耳
・
司
・
白
日
立
問
』
・
(
一
∞
町
一
)
・

F
D
l

耳
目
・
同
R
Y
H
2
2四
-
E
n
y
g四

ω
F
Y向
2
7
0
ι
σ
N
C
H
間
g
r
B
5
5
5間

内

ru『

ω-r刷。ョ巳ロ
2
0
E
Z
ι
ω
E
Nぬ

L
2
河

2
r
H
P
』

NmN
・
M
m
u
u
ω
n
r
r
l

巴
口
町
白
内
出
回
CEωωH2・
戸
内
町
Dロ《目印円
O
B
Eロ
ロ
仏
自
白
可
m
B
5
2
』ロロ
l

L
5
5
p
c
r
mゆ
H
2
c
c
E
E円
-o
口
Oロ
2
2
司
B
』
め
の
同
色
。
足
。
FORFmm-

M
N
2
5
E
H
2・門日・舎・

8
日間
y

呂
田

ω
い
ON参
照
。
さ
い
ご
の
も
の
が
一

番
詳
し
い
。
な
お
、
私
も
近
い
将
来
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

詳
細
な
紹
介
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

七

ミ
シ
ガ
ン
大
学

ア
ン
ナ

l
バ
l

〈
〉
ロ
ロ
〉
P
D
H
)

に
あ
る
州
立
ミ
シ
ガ
ン
大
学
を
訪

問
し
た
の
は
、
ロ
パ

l
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
撃
た
れ
た
六
月
四
日
か
ら
六
日
に

か
け
て
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
高
速
道
路
で
一
時
間
か
か
る

け
田
舎
町
だ
が
、
歴
史
も
古
く
、
建
物
も
堂
々
と
し
た
、
州
立
大
学
と
し
て
は

一
、
こ
を
争
う
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
。

ミ
シ
ガ
ン
大
学
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
比
較
法
の
発
展
の
一
つ
の
拠
点
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
比
較
法
学
界
の
大
御
所
的
存
在
で
あ
っ
た
出

g
E

J

へ2
2
5
教
授
(
一
八
九
一
ー
ー
一
九
六
六
)
が
長
ら
く
こ
こ
に
い
た
し
、
世
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界
の
指
導
的
比
較
法
学
者
で
あ
っ
た
何
百
え
同
州
各
乙
が
、
大
著
凶
，

z
n
B

2
2
0『
C
S一
〉
の
cヨ一一
U
3
2
2
ω
Z
L可

:

c一
三
一

UA印
!
校
を
執
筆

し
た
の
も
、
こ
こ
で
あ
っ
た
。
つ
い
最
近
ま
で
日
本
刑
事
法
の
専
門
家
∞
・
〕



料

。

g同開
0

・
y
・
教
授
も
こ
こ
で
活
躍
し
て
い
た
。

一
九
五
二
年
に
発
刊
さ
れ

た
。
世
界
的
に
名
声
の
あ
る
比
較
法
雑
誌
〉
ヨ
旦

g
ロ
』

2
5白
一
色
の
c
g
i

資

宮
E
号
。
亡
者
は
過
去
一
五
年
間
J

へ口件。ョ
ω
が
責
任
編
集
者
と
な
り
、
こ

の
地
乞
中
心
に
編
集
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
私
の
訪
れ
た
の
は
、
J

へロ
Hm自白

が
自
動
車
事
故
で
死
亡
し
、
。
。
。
円
四
σ
は
新
た
な
ポ
ス
ト
〈
同
V
E
3
Eロ
m
F
白老

門
口
氏
比
三
与
を
求
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
去
っ
た
あ
と
で
あ
り
、

一
ま
つ
の

寂
し
さ
を
禁
じ
え
な
い
。
い
ま
、
ミ
シ
ガ
ン
比
較
法
陣
を
守
る
の
は
、
比
較

会
社
法
の
専
門
家
で
、
前
二
者
の
あ
と
を
う
け
て
、
〉
B
R
W
B
H
O
E
S白}え

。
9
日
間
出
自
己
〈
OHkm唱
の
編
集
責
任
者
と
な
っ
た
と
F
L
吋

の
D
E
L
教

援
(
一
九
一
一
年
生
〉
、
比
較
憲
法
の
専
門
家
可

E
-
0・
F
毛
司
教
授
〈
一

九

O
七
年
生
)
、
ま
だ
三
十
な
か
ば
で
、
独
仏
法
、
ソ
ビ
エ
ト
・
中
共
法
を

専
攻
し
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
比
較
法
の
指
導
的
学
者
の
一

人
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
当

r
E
g目
。
B
可
教
授
な
ど
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
ミ
シ
ガ
ン
の
ロ
l
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
世
界
各
国
の
文
献
を
比
較
的

よ
く
揃
え
て
あ
り
、
外
国
人
研
究
者
の
数
も
多
く
、
現
在
も
い
ぜ
ん
と
し
て

(
3
v
 

ア
メ
リ
カ
比
較
法
研
究
の
一
つ
の
中
心
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

件
こ
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
伝
統
的
な
コ

l
ス
の
ほ
か
に
、
新
た
な

社
会
の
要
求
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
が
多
い
。
比
較
法
関
係
の
コ

l
ス

も
、
そ
の
よ
う
な
観
点
で
、
比
較
的
充
実
し
て
い
る
。
以
下
、
一
九
六
八

l

六
九
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
(
一
九
六
七

l
六
八
年
度
の
そ
れ

も
、
ほ
ぼ
同
一
)
。
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ま
ず
、
選
択
コ
1

ス
の
う
ち
、
入
門
的
な
も
の
は
い
ず
れ
も
の
包
可
教
授

が
担
当
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ω
H
E
S
E
n
t
oロ
Z
H
Y
O
(
U
5
-
r
m者

(の
g
u
Q

テ
キ
ス
ト
は

ωロ
Z
g百
四
句
"
の
c
g宮
S
2
2
F
ω
君
と
そ
の
他

。
プ
リ
ン
ト
教
材
。
な
お
の
円
ミ
教
授
は
パ
リ
と
ミ
ユ
へ
ン
に
留
学
し
て
い

る。

ωの
G
E
S
S
-凹
門
戸
曲
芸
(
の
g
可
)
ソ
ビ
エ
ト
法
を
中
心
と
し
、
中
共

法
も
対
象
に
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
典
の
英
訳
、
の
S
可

B
L
ω
z
r
p
c
s
-
。
c
r
o
m
p
o
m
ω
司

ω戸
呂
田
そ
の
他
。
プ
リ
ン
ト
教

材
0
0
5可
教
授
は
ホ
ン
コ
ン
に
も
留
学
し
、
そ
こ
で
中
共
法
を
学
ん
だ
。

「
ω岩
山
口
LHZω
町民己
Dロ
ω
D
h
H
r
m
〉
H
r
g
c
n
〉
目
印

(ω
月
E
)
・

(3) 

主
と
し

て
E
E
C
に
お
け
る
法
の
統
合
を
対
象
と
し
た
も
の
。

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
特
別
コ

l
ス
と
称
さ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
比
較
法
的

な
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
毎
年
開
講
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う

で
あ
る
。
仰
の
O
B宮
SHpa
ゅ
の

S
5
2
2
8
ω
-
C耳
1
一ω
α
5
5
R
〈
民
自
胃
H
U
W

ゅ

の
o自問
E
3
4
2
(リ
0
ロ
H
3
2
戸田君
l
一ω命
日
ロ
日
(
の

S
5
こ
れ
は
大
陸
法

の
債
権
法
と
ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
比
較
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
川
仰
の
O
B
i

-
H凶

S
E
巾
の
ユ
5
5
ω
]
司

H
c
n
E
C
H巾
ω巾
ヨ
吉
田
同
(
の
巾
O
A
6
・
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
・

ド
イ
ツ
・
日
本
の
刑
訴
法
の
比
較
を
し
た
も
の
。
。

g同
向
。
教
授
に
は
団
藤

刑
訴
の
英
訳
(
ロ
g
ι
0・
γ司
目
。
協
の
ロ
E
F
E
-
即
日
丘
日
夕
}
由
自
己
が
あ
る
。

な
お
、
一
九
六
八
年
冬
学
期
に
は
、
平
野
教
授
が
三
日
丈
島
口
町
司

HornR
と



し
て
参
加
し
た
。
こ
の
コ

i
ス
は
、

一
九
六
八
!
六
九
年
度
の
予
定
カ
リ
キ

ユ
ラ
ム
に
も
い
ぜ
ん
載
っ
て
い
る
が
、
。

2
門
間
内
教
授
が
去
っ
た
後
は
、
開

講
が
あ
や
ぶ
ま
れ
る
。
な
お
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
は
、
明
日
]
凶
器
百
円
ロ

ω
Z

岳
2
M
l
H
C閃

E
E
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
日
本
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
の
で
、
乙

の
点
で
の
の
め
2
m
o
教
授
の
後
継
者
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
明
。
0
5
l

官
岡
山
口
〈
m
nロ
5
5
ω
}
円
。
者
lω
。E
E日

(
o
g
H町内〉

」
れ
は
、
英
米
法
と
大

アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

陸
法
と
の
比
較
で
あ
る
。
例

F

S宮
E

∞5
5
2
m
O吋岡山
=
5
2
0口
((UDl

E
E
C
諸
国
の
会
社
法
の
研
究
。
制
円
、
2
D
h
F
Z
3
2
5
E
-

、H，E
L
O
B
L
開門
D口
Dヨ
戸
口
問
己
え
5
2
l
ω
E
H
d
F
H
R
C
R
r
sロ)・

E
丘
他
〉

注

ωJヘロ
耳
目
ω
は
オ
ラ
ン
ダ
家
系
に
属
す
る
が
、
一
八
九
一
年
ミ
シ
ガ
ン

州
の
生
れ
。
ミ
シ
ガ

γ
大
学
の
ほ
か
、
O
H
『
C
込
・
出
ω
ヨω己
で
学
び
、

一
九
一
一
一
年
以
来
、
各
地
の
大
学
で
比
較
法
を
講
ず
る
。
一
九
三
三
年

以
来
、
ミ
シ
ガ
ン
に
と
ど
ま
り
、
国
際
的
な
活
躍
を
す
る
。
一
九
六
一

年
、
七

O
才
の
誕
生
を
祝
し
て
、
全
世
界
の
代
表
的
比
較
法
学
者
(
わ

が
国
か
ら
は
、
江
川
英
文
教
授
が
参
加
)
か
ら
捧
げ
ら
れ
た
以

M
F

の
め
ロ
宮
司
可
。
D
B同出
E
t〈ぬ

ωロ
L
n
cロ『口円
Z
F
ω
君

Hrmmω]
開田
3
a
Fロ

国
自
己
円
。
{
民
自
主
戸
J

門
口
同
町
吉
白
は
彼
の
国
際
的
声
倒
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
。
自
動
車
事
故
が
も
と
で
、
一
九
六
六
年
死
亡
。
創
刊
号
よ
り
彼

が
何
牛
E
2
5
n
zえ
で
あ
っ
た
吋
宮
〉
B
2
F
Eロ】
E
E
m一色

(UOB回出
1

5
2
2
亡
者
は
一
五
巻
一
・
二
合
併
号
を
そ
の
追
悼
に
あ
て
て
い
る
。

ω
こ
れ
は
、
ミ
シ
ガ
ン
・
ロ
i
・
ス
ク
ー
ル
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て

い

る

云
Hnr問問
ωロ
ピ
m
m
-
H
ν
c
E
W
2
5
2
m
の
中
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の

議
書
の
中
に
は
、
そ
の
他
、
ソ
ビ
エ
ト
法
関
係
の
も
の
と
し
て
、
の
8
1

3
F
ω
2
2
ロ
ユ
ピ
当
・

T
o
r
-
お
お
ー
さ
一
。
s
z
s
r
r

ω
0
5
2
H
h
m
ω

二口
3
2
5
E
一口
2
吉ロ
2
8
L
ω
2
5
-
E
E
5
5

呂田
N・
(U克
己

ncLm-O『
岳
町
貝
ω司
ωm-
可
mw

同回
ω
F
Z
L
σ
v・
。
g
u、
ω口内同

ω
E
F
呂
田
印
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ω
も
っ
と
も
、
。

0
5円
仏
教
授
に
よ
る
と
、
別
に
ミ
シ
ガ
ソ
に
比
較
法

学
者
が
集
ま
っ
た
の
に
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
、
教

援
の
中
に
、
外
国
系
で
あ
っ
た
り
(

J

町民

g
F
M
P名
。
。
、
外
国
に
勤

務
し
た
関
係
で
(
の
D
g吋p
c
g認
め
〉
比
較
法
に
関
心
を
も
つ
も
の
が

多
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
。
同
布
教
擦
は

じ
め
ミ
シ
ガ
ン
・
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
比
較
法
学

者
は
ア
メ
リ
カ
の
内
外
と
も
増
え
て
い
る
。

J¥. 

シ
カ
ゴ
大
学

シ
カ
ゴ
大
学
ロ
1

・
ス
ク
ー
ル
の
比
較
法
は
ア
メ
リ
カ
の
誇
る
世
界
的
学

者
宮
山
凶
列
7
3
5
5
5
教
授
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
教
授
は
、

一
八
九
九

年
ド
イ
ツ
生
れ
。
も
と
も
と
列
島
己
の
弟
子
で
、
英
米
法
を
専
攻
し
て
い

た
が
、
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
シ
カ
ゴ
に
お
ち
つ
い

え
=
り
に
、
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て、

ζcxHν
巴
d
H》
S
F
E
U叶
え
の
0
5宮
E
t
z
H
h
E々
と
な
る
。

一
九
四
九
年
以
後
は
、

n
c
g宮
g
号
、
内
ピ
当

H
N
E
E円
r
n
g
H
R
の

ロ

3
7

Z
司
と
な
り
、
文
字
通
り
、
シ
カ
ゴ
大
学
で
の
比
較
法
の
研
究
お
よ
び
教
育



キキ

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
教
授
は
来
日
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
学
識
は
ひ

ろ
く
わ
が
国
に
も
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
ゆ
え
、
そ
れ
以
上
の
紹
介
は
不

資

要
で
あ
ろ
う
。

さ
て
六
月
七
日
、
焼
け
つ
く
よ
う
な
炎
天
の
下
、
古
び
た
列
車
に
乗
っ
て

シ
カ
ゴ
大
学
を
訪
問
す
る
。
こ
こ
も
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
誇
る
。
ロ
1
・

ス
ク
ー
ル
は
超
近
代
的
な
建
物
で
、
新
し
い
研
究
の
盛
ん
な
シ
カ
ゴ
・
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
に
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
ロ
1
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
に
入
る
た
め
に
一
々
鍵
が
必
要
だ
と
は
、
『
円
2
R
2目
的
可
ω門
m
E
を
誇
り

と
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
や
コ

l
ネ
ル
に
く
ら
べ
、
土
地
が
ら
と
い
う
べ
き
か
。

な
お
、
こ
こ
の
ロ

l

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
比
較
法
関
係
の
蔵
書
は
、
他
に
く

ら
べ
、
と
く
に
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
陸
法
を
中
心
と
し
て
、
か
な
り

整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
法
関
係
の
文
献
の
多
い
の
が
注
目
さ
れ

た
ま
ず

H
N
r
2
5円
。
日
教
授
に
こ
こ
に
は
比
較
法

((UCE宮
g
z
S
F
E、)

の
コ

l
ス
が
あ
る
か
と
聞
い
た
ら
、
「
そ
ん
な
も
の
は
な
い
。
比
絞
法
が
何

で
あ
る
か
、
自
分
に
は
分
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
学
生

の
方
で
刷
向
。
ロ
臥
宮
正
の
本
で
も
読
め
ば
よ
い
。
」
と
い
う
持
論

m
rね
か

え
っ
て
き
た
。
比
較
法
な
ど
普
通
の
学
生
に
教
え
ら
れ
な
い
(
教
え
て
も
む

だ
だ
)
主
い
う
意
見
だ
が
、
佐
界
的
学
者
の
口
か
ら
出
る
と
、
若
干
皮
肉
に

感
ぜ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
も
比
較
法
関

係
の
a

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
り
、

コ
ー
ス
な
り
は
あ
る
。

北法19(4・78)758

ω
(
U
C
B宮
E
E
Z
E
=
p
c四日
B
外
国
の
留
学
生
に
ア
メ
リ
カ
法
の
基

本
を
教
え
る
た
め
の
も
の
。
他
の
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
そ
れ
と
大
同
小
異
で

あ
る
。
し
か
し
、
問
F
2
5
5ロ
が
外
国
人
の
教
育
に
熱
心
で
あ
る
の
は
、
定

評
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同

μgzoHgc『
〉

5
2
gロ
「
ω若
宮
『
明
日
g
mロ

ω
E
L
E
Z
と
い
う
特
別
の
コ

l
ス
が
彼
に
よ
り
関
か
れ
て
い
る
。

制
司
C
H
O
H
間
口
「
白
老
阿
v
g
m
E
E
こ
れ
は
、
ロ

l
-
ス
ク
ー
ル
の
出
身
者
に

対
し
、
二
年
計
画
で
独
仏
い
ず
れ
か
一
国
法
を
徹
底
的
に
マ
ス
タ
ー
ち
せ
よ

う
と
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
目
的
は
主
と
し
て
、
国
際
的
実
務
家
の
養

成
に
あ
り
、
初
年
度
は
シ
カ
ゴ
で
独
仏
法
を
研
究
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

口
三
戸
2
(週
六
時
間
通
年
)
の
コ
1
ス
が
あ
る
。
一
九
六
七
|
六
八
年

円

2
}

度
は
、
司
2
2
ω
円
Z
R
F片
岡
町
ヨ
(
ぐ
E
H
円
百
四
山
田
町
S
E
司
B
『B
8
0
に
よ
り

ド
イ
ツ
民
、
法
が
諮
ぜ
ら
れ
た
。
二
年
目
に
な
る
と
、
学
生
は
独
仏
そ
の
他
の

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
一
年
間
留
学
し
、
現
地
で
研
究
を
続
け
る
。
何
と
も

う
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
中
途
半
端
な

比
較
法
で
は
役
に
立
た
な
い
、
と
い
う
同

}
5
5
5
=
教
授
の
見
解
が
よ
く

反
映
さ
れ
て
い
る
。
な
お
「
九
六
七

l
六
八
年
度
は
、

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

ご
一
名
の
学
生
が
こ

。
比
較
法
関
係
の
セ
ミ
ナ
ー
比
較
法
の
講
義
は
通
常
の
コ
!
ス
に
は
な

く
、
セ
ミ
ナ
ー
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
も
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
比
較
考



察
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、

ω
n
D
g宮
g
t
z
戸凶者

(
(
リ
日
目
出
。
名
称
は
一
般
的
だ
が
、
実
際
は
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
中
心
に

行
な
わ
れ
て
い
る
。
一
九
六
七
六
八
年
度
は
の
2
r阻
止
の
日
宮
H

教
授
に

よ
り
]
丘
E
t
B
4
5
2
の
問
題
が
扱
わ
れ
た
。

ω
F
o
r
-
o
E
m
C同
任
。

Fω
君
。
『

UF〈
2
2
5け
r
m
C三円。
ι
ω
g古田

EML
〉「『
D凶仏(阿川
7
2
5
Z
Z〉

アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

HNroE件。
5
教
授
が
比
較
離
婚
法
の
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

{4v 

も
な
い
。

ω
「

2

2
仏門

Z
H
5
5
5ロ
C同
H
J
2
R可

E
Z
O
L
2口

ω
2
5
q
(
ω
z
r・国一戸ヨ・
(
U

白回目出円・月ハ白}〈田口)

」
れ
は
、
主
と
し
て
法
社
会

学
的
観
点
よ
り
。
フ
ラ
イ
パ
ツ

l
の
問
題
を
論
ず
る
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
が
、
比

絞
法
も
考
慮
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
今
日
の
ア
メ

r
F
O
)
 

リ
カ
で
最
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
で
あ
る
。

(同
)
M
N
r
2
5円。
5
・、
H，g
n
T口
問
吋
D
o
r
s
n
o
B宮
B
C〈
巾
戸
邸
宅
-ohv
門戸時・

円】・∞印・

ω

西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
出
身
、
ロ
H
E
R
S
2
8
と
し
て
〉
E
l

E
E
z
n
r
g
H凶
Hrヨ円
}M門
旧
日
午
巾
ロ
円
印
円
r
g
〈
。
ぇ
与
円
。
P
内

r
a
a
E
F

ω
S
F一
一
。
含
円
富
山
mmm与
F
n
y
r
g
F
E
N
D
g
n
r
g
開門
r
R
n
r
F
一回目白

と
い
う
国
際
私
法
関
係
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
独
仏

両
法
に
通
じ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

例
。
富
岡
高
教
授
に
は
、
近
著
、

r
s
p
n
r
q
m
g一ロヨ
5
5
ι

官一戸
l

己
紹

ro]門
r
gロ
2
5
ω
5
3
r白
百
円
70口
河
2
Z
ω
L
E
r
g
-
呂
田
ー
が
あ
る
。

判
わ
が
国
で
の
成
果
は
、
ラ
イ
ン
λ

タ
イ
ン
・
比
較
離
婚
法
の
研
究
、

昭
三
七
が
あ
る

o
E
5
5
E
Z
が
「
比
較
法
国
際
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ

ィ
ア
」
の
第
四
巻
「
人
と
家
族
」
の
編
集
責
任
者
に
選
ば
れ
た
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
な
お
ア
メ
リ
カ
の
比
較
法
学
者
の
う
ち
、
本
エ
ン
サ
イ
ク

ロ
ペ
デ
ィ
ア
の
編
集
責
任
者
に
選
ば
れ
た
の
は
、
そ
の
他
、
第
七
巻
契

約
一
般
、
〈
O
ロ
宮
内
Y
Bロ
(
ハ
ー
バ
ー
ド
〉
、
第
十
三
巻
事
業
組
織
お
よ

び
私
的
組
織
の

D
E
L
ハ
ミ
シ
ガ
ン
)
、
第
十
六
巻
国
家
と
経
済
同
g
l

R
F
巧・

0
由
自
(
シ
カ
ゴ
〉
の
四
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
名
ま
で

が
シ
カ
ゴ
ロ
!
・
ス
ク
ー
ル
の
教
授
で
あ
る
こ
と
に
、
こ
の
ロ

l

・ス

ク
ー
ル
は
誇
り
を
い
だ
い
て
い
る
。

同
拙
稿
「
テ
ク
ノ
ロ
リ
!
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
一
一
一
一
号
参

耳
目
。

rし
イ
ノは

リ
シ
カ
ゴ
よ
り
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
南
下
し
て
ニ
ュ

l
オ
ル
リ

l
ン
ズ
に

着
く
。
こ
こ
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
は
フ
ラ
ン
ス
式
民
法
典

(
C
5
-
n
o
p
o同
F
O
E
-

チ
ュ
l
レ
1

ヌ
大
学
(
吋
ロ
一
言
。

C
2
2
5ぞ
)

回一

g
C
が
い
ま
で
も
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
比
較
法
学
者
に
と
り
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
興
味
、
採
い
州
で
あ
る
。
こ
の
州
に
は
、
有
名
な
ロ
1

・

ス
ク
ー
ル
と
し
て
首
都
民
主
S
H
N
g切
に
あ
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
立
大
学
ピ
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ニュ

i
オ
ル
リ

1
ン
ズ
に
あ
る
チ
ュ

1
レ
l
ヌ
大
学
と
が
あ
る
が
、
日
程
の

関
係
も
あ
っ
て
、
チ
ュ

1
レ
1
ヌ
大
学
を
訪
問
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

チ
ュ

l
レ

l
ヌ
大
学
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
さ
ら



料

に
、
ア
メ
リ
カ
第
二
の
貿
易
港
-
二

l
オ
ル
リ
1

ン
ズ
に
あ
る
と
い
う
こ
と

資

で
、
早
く
よ
り
比
較
法
の
点
で
特
色
の
あ
る
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
で
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
三
九
四
九
年
)
、
比
較
法
の
研
究
・
教
育
を
促
進
す
る
た

め
に

F
E
Z
R
え
の
O
B宮
s
t
2
「
担
当
が
設
置
さ
れ
た
。
所
長
は
、

F
己
百
自
己
戸

ω円
0
5
教
授
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

2
0
5
教
授
は
外
国
出

張
で
不
在
の
た
め
、
施
設
だ
け
で
も
見
ょ
う
と
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
へ
で
か
け

た
。
ま
だ
六
月
一

O
日
と
い
う
の
に
、
こ
こ
は
も
う
灼
熱
の
暑
さ
で
あ
っ

た
。
チ
ュ

l
レ
l
ヌ
・
ロ

i

・
ス
ク
ー
ル
は
建
物
も
古
く
貧
弱
で
、
冷
房
設

備
も
な
く
、
こ
ん
ど
廻
っ
た
ロ

i

・
ス
ク
ー
ル
の
中
で
は
設
備
の
点
で
一
番

見
劣
り
が
し
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
新
築
の
建
物
に
移
る
と
の
こ
と
で
、

一
曲
目
一
新
す
る
で
あ
ろ
う
。

ω
5
5
所
長
の
代
り
に
、
円
以
ω
H
Z
R
]
-
Z
2
3
4

教
授
が
相
手
を
し
て
く
れ
た
。
刑
法
と
商
事
法
を
講
じ
て
い
る
学
者
で
あ

る。
ま
ず
、
同
口
出
C
E
H
ゆ
え
の
O
B宮
g
c
s
戸
田
毛
と
称
し
て
も
、
と
く
に
独
立

の
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
こ
と
は
、
他
と
変
り
は
な
い
。
も
っ
と
も
、

新
館
で

は
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。
比
較
法
関
係
の
蔵
警
は
、

?
l
・
ラ

イ
プ
ラ
リ
ー
に
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
系
、
と
く
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
関
係
の

法
律
文
献
が
第
三
回
胆
に
所
狭
ま
し
と
設
ん
で
い
る
の
は
さ
す
が
で
あ
る
0

フ
ラ
ン
ス
式
民
法
典
を
も
つ
こ
と
と
、
地
理
的
に
中
南
米
に
近
い
と
い
う
こ

と
が
、
こ
の
大
学
を
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
法
系
研
究
の
中
心
地
な

ら
し
め
て
い
る
。
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
機
関
誌
で
あ
る
寸
三
宮
内
円
日
々

H
N
2
W唱
の
ほ
か
、
こ
の

F
5
2お
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
、
年
二
回

F
R
7〉
日
司

w
g
F
m当
初

2
片
d

々
を
刊
行
し
て
い
る
。

〈

2
】

同
比
絞
法
教
育
の
点
で
は
、
こ
こ
は
大
い
に
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
は
何

よ
り
も
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
が
フ
ラ
ン
ス
式
民
法
典
を
も
つ
こ
と
に
由
来
す

る
。
チ
ュ

l
レ
l
ヌ
大
学
の
卒
業
生
の
多
く
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
法
律
実

務
を
行
な
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
(
学
生
名
簿
を
見
る
と
、
大
部
分
。
か
ル
イ
ジ

ア
ナ
州
出
身
の
学
生
で
あ
る
)
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
限
ら
れ
ず
、

コ
モ
ン
・

ロ
l
州
で
活
慢
し
よ
う
と
す
る
学
生
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

た
め
、
一
年
目
学
生
に
展
開
さ
れ
る
の
C
E
5
2
や

叶

R
G
の
よ
う
な
基
礎

的
な
講
義
は
、
そ
れ
自
体
γ
ピ
ル
・
ロ
!
と
コ
モ
ゾ
・
ロ

l
の
比
較
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
名
称
の
上
で
は
通
常

の
コ
1
ス
が
比
較
法
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
二
年

目
以
上
に
な
る
と
、
シ
ピ
ル
・
ロ
!
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
別
々
に
講
義
さ

れ
、
た
と
え
ば
わ
M5-Fω
語
句

8
唱。ュツ

(UGロ〈
E
C
C
D
己

O
Z戸
開
伊
丹

5
5

凶

=
ι
ω
ω
}
P
(
U
D
E
E
E三
可
同
M
B刷出立可

ωロ
ハ
同
町
自
己
可
円
hm毛
が
一
方
に
あ
れ

ば
、
他
方
に
は
わ
O
B
B
G口同
kmW4HMB官
2
q
-
n
oヨ
自
由
ロ
「
ω44ω
己
2
・

。DB
E
C口
r
p
d〈

U
O
B
g
c
n
岡
山
丘
巳
ち
ロ
切
な
ど
が
あ
る
と
い
う
ぐ
あ
い
で
あ

る。
純
粋
の
外
国
法
と
し
て
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
関
係
の
も
の
が
あ
る
。
す
な

北法19(4・80)7印



アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

わ
ち
、
川

W
C
Cロ
〉

B
E
n
g
r
a
ω
ニ
ロ
5
2
c
g
y
(
N
)
C
E
〉
ヨ

2
2ロ

の
0
2
5
2
n
F乞
「

ω
戸
川
W
ω
g
d山
口
忠
一
明
月
伶
吋

Eι
。
山
口
ハ

-
r
n
c口
O
B目
H
E
ω
l

m
E
E
B
E
「
ωCロ
〉
B
q
F
E
が
そ
れ
。

同
本
稿
の
テ
1
マ
か
ら
そ
れ
る
が
、
こ
こ
で
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
お
け

る
ジ
ピ
ル
・
ロ
!
と
コ
そ
ソ
・
ロ

l
の
関
係
に
つ
い
て
の
印
象
を
二
一
目
し
た

い
。
私
自
身
の
先
入
観
と
し
て
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
、
シ
ピ
ル
・
ロ
ー

が
次
第
に
コ
モ
ン
・
ロ
1
に
吸
収
さ
れ
つ
つ
あ
る
あ
る
、
あ
る
い
は
両
者
は
融

合
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

zc口
0
4
教
援
に
よ
れ
ば
、

一
九
三

O
年
頃
ま
で
は
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
以
後
ル
イ
ジ
ア
ナ
民
法
典
の
独

自
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
チ
ュ

l
レ
l
z
・ロ

1
・
ス
ク
ー
ル
の
お
か
げ
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
教
援
は
、
と
く
に

U
C
C
の
導
入
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
人
の
州
裁
判
官
に
会
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
民
法
典
を
礼
讃
し
て
い
た
。
了
度
私
が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
連
邦

最
高
裁
判
所
を
傍
聴
し
た
と
き
〈
五
月
二

O
日
〉
、
最
高
裁
は
、
二
つ
の
ル

イ
ジ
ア
ナ
法
を
違
憲
と
し
た
。
↓
つ
は
、
二
年
以
上
の
重
罪
で
な
け
れ
ば
陪

審
を
認
め
な
い
州
法
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
不
法
行
為
の
請
求
権
に
つ
き

私
生
子
を
差
別
す
る
民
法
典
の
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
最
高
裁
の
判
決
に
対

し
て
も
、
い
ず
れ
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。
私
生
子
問
題
に
対
す
る
反
応
は
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
の
保
守
的
な
空
気
を
感
ぜ
し
め
る
が
、
シ
ピ
ル
・
ロ

l

の
合

理
性
に
対
す
る
信
頼
も
ゆ
る
ぎ
な
い
よ
う
吃
あ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
!
と
シ

ピ
ル
・
ロ
!
の
融
合
は
私
の
仮
説
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

中
で
、
こ
の
よ
う
な
現
象
に
ぶ
つ
か
る
と
、
問
題
の
困
難
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
心
地
が
す
る
。

ωこ
こ
に
は
、
有
名
な
]
O
詰
切
7
σ
2
5
4
教
授
が
い
る
。
教
援
は

H
，
c
F
5

で
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
わ

2-
ゎ
o
仕

え

r
E亘
書
出
の
編
者
で
あ

り
、
吋
}
回
ゅ
の
戸
丘
一
「
M
W

耳

ω
口
弘
任
命
。
0
5
2
0ロ
「
ω
当・
ω
O
B
O
市

0
5
g
o『

n
g宮
5
3・
-
印
〉
E-〕
h
o
B同
y
f
士
山
・
は
じ
め
比
較
法
関
係
の
論
文

が
多
い
。

ω
チ
ュ

i
レ
l
ヌ
・
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
で
の
比
較
法
教
育
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
や
や
古
い
資
料
で
あ
る
が
、

g
G
D
P
D口
長
。
斗

O
R
E
z
m
o『

ピ
君
。
己
目
宮
E
t
2
f・
M

M

H

，己

-fm・
-
印
∞
(
一
U
A
吋
)
が
、
不
法
行
為

法
を
中
心
と
し
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。
著
者
は
さ
い
ご
に
大
学
教

育
論
一
般
に
つ
い
て
も
論
じ
て
お
り
、
時
節
柄
興
味
深
い
論
稿
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
著
者
に
会
え
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

O 

カ
リ
フ
オ
ル
一
一
ア
大
学

州
立
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ロ

1
・
ス
ク
ー
ル
は
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
と
バ
ー
ク
レ
イ
に
あ
る
。
有
名
な
の
は
後
者
だ
が
、
前
半
告
C
の
戸
〉
も
美

し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
所
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
と
く
に
比
較
法
を
見
る
た
め

に
訪
問
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
旧
知
の
〉
仏
内
山
fmO
口
三
cm--2
教
援
に
案

内
し
て
も
ら
っ
て
、
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
施
設
を
見
学
し
た
。
明
る
い
近
代

け

北法19(4・81)761



ト恥F

的
な
感
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
ロ

l
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
見
て
も
、
比
較
法
関

係
の
文
献
が
あ
ま
り
見
当
ら
な
い
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、
む
し
ろ

FCm

〉口問。
-
g
(
U
E口
々
「
田
君

F
F
B
q
の
方
が
外
国
法
の
文
献
が
そ
ろ
っ
て
い

(
1〉る
。
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
(
一
九
六
八
!
六
九
)
に
お
い
て

資

も
、
比
較
法
一
関
係
の
コ

l
ス
は
少
な
い
。
そ
れ
で
も
若
干
あ
る
。
す
な
わ

ち、

ωの
D
B聞記
S
P
Z
F
ω
毛

内
容
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
と
英
米
法
の
比

較
で
あ
る
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
は
不
親
切
で
そ
れ
以
上
の
説
明
は
な
い

が
、
お
そ
ら
く
戸
巳
包
〉

5
3
gロ
の

g
仲
良
の
〉

n
2
5
5
ロ可
o
n
s
?を
兼

ね
て
い
る
同

gロ
E
r
r
-
関
白
百
円
教
授
が
担
当
し
、
教
材
と
し
て
は
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
唯
一
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
の
概
説
書
と
い
わ
れ
る
同
白
g
y

「
丘
一
ヨ
〉

g
g
n
g
戸市岡弘
H

口
広
広
三
5
5
a
呂
田
町
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、

ω
E
m
B
R
E若
川
W
H
N
2
8
t
oロ
C
間
口
三
一
戸
、
白
語
、

5

ロm
S
T
)
宮
口
聞
の
o
g
口可

E
と
い
う
コ

I
ス
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

セ
ミ
ナ
ー
の
中
に
も
、
川
W

〉
主
口
問
ロ
〈
U
Eぢ
自
国
q
r
g
F
同

の
O
B宮
訟
を
め

。
o
E
E
n円「
ω
唱
が
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
法
関
係
を
担
当
す
る
の
は
、
お
そ
ら

く
、
〉
E
Eロ
ω宮
内
出
自
の

8
5
の
り

5
n
s
?を
兼
ね
る

E
C
}
0・Hν8喜一

教
援
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
ロ
i
・
ス
ク
ー
ル
は
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
と
ア
フ
リ
カ
に
関
心
が
深
く
、
外
国
人
留
学
生
と
し
て
も
、
第
一

に
こ
の
両
者
を
歓
迎
し
て
い
る
。

(斗

い
ま
一
つ
の
バ
ー
ク
レ
イ
の
ロ

l

・
ス
ル
ー
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
有
数

の
も
の
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
比
較
法
の
点
で
も
、
独
摸
系
の

匡
σ
0
1
巴
5
ロN
耳
丘
四
〈
一
九

O
六
年
生
〉
、

ω
E
E
〉
・
呂
田
自
主
仏
(
一
九

O
八
年
生
)
両
教
授
を
有
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
つ
の
中
心
地
で
あ

北法19(4・82)762

る
。
残
念
な
が
ら
、
両
教
授
と
も
外
国
出
張
中
で
あ
り
、
ま
た
新
進
の

同
q宮
町
円
切

R
E
R
H
Z
〈
〉
町
民
口
間
同
u
s
h
a
m
G
H〉
に
も
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
は

ω
r
o
伊丹
Q

教
授
か
ら
の
聞
き
と
り
の
ほ
か
、

一
九
六
八
|
六
九
年
度
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
(
の

2
2
U
2
2主
D
ロ
〉
l

同
)
口
一
呂
田
∞
に
よ
っ
て
補
正
)
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
伝
え
る
に
と
ど
め

る。

ω(リD
B日出
E
C
2
Fユω司
E
F
2
0
(何
7
5ロ
N
4
1
2州
)
内
容
は
川
法
源

を
中
心
と
し
た
世
界
の
法
系
の
比
較
、
同
そ
の
比
較
よ
り
導
か
れ
る
法
の
概

念
の
分
析
、
お
よ
び
法
哲
学
諸
派
に
つ
い
て
の
討
論
、
同
法
の
理
論
と
実
際

の
若
干
の
領
域
の
比
較
的
心
理
学
的
研
究
か
ら
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
比
較
法
の
講
義
に
一
番
近
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
方
法
、
効
果
な
ど
を
確

か
め
得
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
川
W
円

u
o
g宮
訟
に
d
河
内
-
]
巳
門
戸
右
足
《
山

E
2

r
g
g
R
(
H
w
r
B
R当
E
m
〉
上
述
の
コ

l
ス
で
の
ト
ピ
ッ
ク
を
中
心
と
し
、

心
理
学
と
法
の
改
革
に
力
点
を
お
く
セ
ミ
ナ
ー
。
仰
の
C
B宮
E
2
亡者

ハ

F
B
ω
H
m
g
g門日出
gDH品
〉
二
つ
の
セ
グ

γ
ョ
ン
か
ら
な
る
が
、
内
容
詳

細
不
明
。
回
2
2
5ロ
教
授
は
ハ
ン
プ
ル
グ
お
よ
び
ミ
シ
ガ
ン
で
学
位
を
と

っ
た
新
進
。
出

0
5弘
教
授
は
。
同
甘
み
大
学
か
ら
の

i
E吉
田

司

Brno円

で
あ
る
の
で
、
大
陸
法
と
英
米
法
の
比
較
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ



ぅ。

ω
ω
R
E
-
E
Z伺
ωニ
ロ
ω
E
C
H
5
5
(
f
r
E
E
)
、
伺
円
U
F
H

ロ目。

Fmmω-

r
m
C
E
2
0
5
(「戸ゲ
E
S
)
前
者
は
ソ
ビ
エ
ト
法
を
中
心
と
し
た
社
会
主
義
法

相
互
お
よ
び
資
本
主
義
法
と
の
比
較
を
あ
っ
か
い
、
中
国
法
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
後
者
の
コ

l
ス
が
あ
る
。
両
コ

l
ス
と
も
新
設
の
も
の
ら
し
い
が
、

い
ず
れ
も
問
題
意
識
が
新
鮮
で
、
内
容
は
広
汎
に
わ
た
り
、
期
待
の
も
て
る

コ
l
ス
で
あ
る
。
な
お

ω
g己
ミ
∞
-
「
ロ
σ
5
2
守口
C
口
問
買
え
2
8
C
は
コ

アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
出
身
、

z
m
g円
仏
教
授
の
弟
子
で
あ
ろ
う
。

川
仰
の
O
B
l

同出

EHF-〈
ゅ
の
ロ
ヨ
E
己
「
日
司
自
己
司
5
2
L
C
Z
(
(リ♀一回口問
ω)

以
上
で
あ
る
が
、

一
九
四
九
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
の
oヨ
ヨ

s
t
2

』

5Mm句
E
ι
2
2
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
二

O
年
聞
に
お
け
る
バ
ー
ク
レ
イ

比
較
法
学
の
高
度
成
長
ぶ
り
が
よ
く
分
か
る
。

ωこ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
近
代
的
な
設
備
を
ほ
こ
り
、
一

O
万
冊
を
こ
え

る
外
国
法
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
っ
外
国
法
関
係
の
チ

l
フ
を
し
て
い

る
ヨ
一
一
位
ヨ
∞
・

ω百
口
氏
は
、
同
口
仏

σ
H
S
F
E
m口
『
聞
と

F
ュi

O
L
H
E
Z
の
編
集
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
雑
誌
を

送
れ
ば
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
対
象
と
な
る
。
日
本
法
の
文
献
も
か
な
り

揃
っ
て
い
る
し
、
日
系
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
も
い
る
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
訪
ね
た
の
は
、
六
月
二
四
日
、
ア
メ
リ
カ
本
土

で
の
最
後
の
日
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
も
一
見
に
値
す
る
と
い
わ

れ
た
の
と
、
イ
タ
リ
ア
法
の
専
門
家
、

]czz-
冨ぬ

3
E
Z
教
授
に
会
う

の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
南
ヘ
パ
ス
で
一
時
間
、
キ

ャ
ン
パ
ス
内
の
各
建
物
が
λ

ベ
イ
ン
式
建
築
で
美
し
く
、
さ
す
が
音
に
聞
こ

え
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
n

ζ
2
q
E
E
教
授
は
「
九
二

O
年
生
れ
。
一
九
六
三
年
よ
り
翌
年
に
か
け

て
ロ

1
7
の
比
較
法
研
究
所
に

5
2
5同
司

S
P
E
2
と
し
て
招
か
れ
て
い

る
。
近
著
の
名
古
何
一
}02fHF向
2
q
E
E
宮内山旬。口一一
D
唱、吋
r
m
H
E
E
E
H
Kゆ問
ω一

∞可
ω
5
5
一
〉
ロ
ゲ
可
。
内
山
口
円
pou-
呂
田
吋
の
共
著
者
と
し
知
ら
れ
る
。
な
お
、
こ

の
書
物
は
、
外
国
語
で
書
か
れ
た
イ
タ
リ
ア
法
の
入
門
書
と
し
て
、
も
っ
と

も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
早
く
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
な
ぜ
イ

タ
リ
ア
法
を
専
攻
す
る
の
か
と
教
授
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
イ
タ
リ
ア
法
こ
そ

ジ
ピ
ル
・
ロ
ー
の
中
で
一
番
々
百
円
己
だ
か
ら
、
と
い
う
の
が
返
事
で
あ

る
。
つ
ま
り
シ
ビ
ル
・
ロ

l

の
中
で
ド
イ
ツ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
の
対
立
が
あ

り
、
そ
の
一
方
だ
け
を
研
究
し
て
も
、
シ
ピ
ル
・
ロ
ー
を
理
解
し
た
こ
と
に

な
ら
な
い
が
、
イ
タ
リ
ア
法
は
フ
ラ
ン
ス
法
(
奥
〉
と
ド
イ
ツ
法
(
学
〉
を

折
衷
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
守
℃
HS-
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
独
創
性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
反
論
し
た
ら
、
そ
う
で
は
な

い
と
し
て
、
歴
史
的
発
展
、
現
在
で
の
刑
法
・
商
法
の
独
自
性
を
あ
げ
て
い

た
。
私
は
必
ず
し
も
こ
の
見
解
に
賛
成
で
き
な
い
が
、
と
も
か
く
も
、
こ
の

北法19(4・83)763



料

よ
う
な
立
場
か
ら
イ
タ
リ
ア
法
を
専
攻
す
る
学
者
が
ア
メ
リ
カ
に
い
る
と
い

う
こ
と
は
興
味
深
い
。

資

こ
こ
の
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
の
比
較
法
は
叉
ぬ

3
2ロ
教
授
が
一
人
で
代

表
し
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
上
で
は
教
授
に
よ
る
つ
ぎ
の
ニ
つ
の
コ
ー

ス
が
あ
る
。

ω、E
m
C孟

C
4
4
3昔
ヨ
一
応
、
世
界
の
シ
ピ
ル
・
ロ

l

・
シ
ス
テ
ム
が
比
較
の
対
象
と
な
る
が
、
中
心
は
イ
タ
リ
ア
法
に
お
か

れ
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
、
上
述
の
吋

Z
H仲
間
一
四
百
戸
高
払

ω可
m
g
g
の
ほ

か
、
。
。
ュ
P
玄
R
q
B
B
S
L
回

3
-
P
F
o
r
-
m
g回
目
仏
宮
山
門
司
王
国
O
ロ

H
E
M
E
C唱
(
プ
リ
ン
ト
版
)
を
用
い
て
い
る
。

ω戸
問
看
由
主
ロ
巾
2
7
)
l

匂

HHMOE
法
制
度
と
経
済
的
社
会
的
発
展
の
関
係
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
、
ア
ジ
ア
の
現
在
の
問
題
に

焦
点
を
お
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
教
授
は
日
本
の
近
代
化
に

も
関
心
を
示
し
て
お
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
法
の
影
響
に
対
し
批

判
的
で
あ
る
。
な
お
、
教
授
の
視
野
の
広
さ
は
、
こ
の
コ

l
ス
か
ら
も
う
か

が
わ
れ
る
が
、

一
九
六
八
|
六
九
年
度
は
ハ
ン
プ
ル
グ
で
研
究
を
し
、
帰
国

後
は

E
E
C
法
を
講
ず
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
、
し
い
て
あ
げ
れ
ば
、

ωHロ
E
E
t
g己
回
5
5
0
E

ベ
S
E
R
5
5
(の。
-tgoる
が
比
較
法
に
関
係
す
る
と
い
え
る
が
、
一
流
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
の
中
で
は
、
こ
こ
は
比
較
法
に
対
す
る
比
震
が
軽
い
。

ζ
2ミ
5
2
教
授
に
よ
れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
法
や
中
共
法
の
コ
l
ス
も
開
き
た

い
の
だ
が
、
適
任
者
が
い
な
い
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
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会
主
義
法
の
研
究
者
が
な
お
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
出
g
〈

R
T
3
2
gロ
の
中
に
守
的
円

〉
巳
自
由
ロ
仏
何
回
目
円
。
日
開
氏
。
司

g
ロ
全
三
位
。
ロ
が
あ
り
、
こ
れ
は
ア
ジ
ア
と

ス
ラ
プ
の
研
究
に
と
っ
て
の
豊
庫
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
法
律
文
献

は
少
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
地
域
研
究
の
中
に
比
較
法
学
を
ど
れ
だ
け
生

か
す
か
は
将
来
の
問
題
で
あ
る
。

岡
山

こ
こ
で
本
稿
な
り
の
総
括
を
試
み
る
。

ω
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
比
較
法
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
研
究

対
象
の
多
様
性
が
目
に
つ
く
。
各
大
学
、
各
教
援
陀
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら

け
の
関
心
に
従
っ
て
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
、
統
一
性
に
と
.
ほ
し
い
。
こ
の
こ

と
は
最
初
に
同
ω
N
R仏
教
授
に
い
わ
れ
、
ま
た
閉
山
r
O
E
M
Sロ
教
授
も
同
感

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
結
局
、
私
も
同
意
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た

が
っ
て

一
口
で
ア
メ
リ
カ
の
比
較
法
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

一
般
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
に
つ
い
て
の
研
究
が
盛
ん
で

あ
る
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
、
社
会
主
義
法
に
対
す
る

関
心
も
近
時
と
み
に
増
大
し
て
い
る
し
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
発
展
途
上

国
に
対
す
る
研
究
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
法
に
対
す
る
関
心
も
、
世



アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

界
中
で
ア
メ
リ
カ
が
一
番
強
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

ω
研
究
の
多
様
性
に
関
連
し
て
、
そ
の
組
織
性
に
は
欠
け
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
'
研
究
所
の
よ
う
な
綜
合
的
比
較
法

研
究
所
は
存
在
し
な
い
。
同
口
m
C
Z
5
0『
(
U
O
B
宮

gtzcd匂
と
称
す
る
機

関
は
各
大
学
に
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
'
ら
は
、
な
お
、
比
較
法
研
究
所
と
し

て
の
機
能
を
十
分
に
は
果
し
て
い
な
い
。
若
干
注
目
す
べ
き
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
隣
接
領
域
で
あ
る
法
社
会
学
に
く
ら
べ
れ
ば
問
題

に
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
は
、

一
九
五
「
年
以
来
、
日
本
の
比
較
法
学
会

に
あ
た
る
吋
F
O

〉
g
o叫ん
n
g
〉

aCnutcロ
問
。
片
手
ぬ
の
O

B
宮
自
己
〈
ぬ

ω
Z仏
可

。
『
円
、
邸
宅
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
比
較
法
雑
誌
吋
宮
〉

B
R
w
g

』

D
E
B
-
止
の
O

B
宮
E
t
S
F
ω
唱
を
発
行
す
る
ほ
か
は
、
見
る
べ
き
活
躍
を

し
て
い
な
い
。
今
後
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
比
較
法
研
究
の
組
織
化
が
す
す

ハ
1
v

む
か
ど
う
か
は
、
何
と
も
い
え
な
い
。

ア
メ
リ
カ
と
し
て
世
界
に
誇
る
べ
き
は
、
各
ロ

l

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
も
つ
外
国
法
文
献
の
量
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
と
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ

1
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
世
界
一
の
量
で
あ
る
し
、
そ
の
他
に
も
特
色
の
あ
る
ロ
i

(3) -
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
多
い
。
日
本
法
の
文
献
の
集
め
方
を
見
て
も
、
全
体
を

推
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
比
較
法
研
究
所
の
最
大
の
資
格
が
蔵
書
の
量

に
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、

「
今
後
の
世
界
の
比
較
法
学

界
を
リ
ー
ド
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
」
と
い
え
る
。

判
研
究
を
担
う
学
者
の
問
題
で
あ
る
が
、
前
述
の
研
究
対
象
の
多
様
性

は
同
時
に
学
者
の
国
籍
包
人
種
の
多
様
性
に
由
来
す
る
と
い
え
な
い
こ
と
は

な
い
。
と
く
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
比
較
法
学
を
一
挙
に
世
界

的
水
準
に
ひ
き
あ
げ
る
の
に
は
、
削

NFFロω
件。
5
・開}戸司ロ
N
耳
巳
m
ア

ω
n
r
-
2
5
m白

な
ど
ド
イ
ツ
系
の
学
者
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
者

は
、
現
在
ア
メ
リ
カ
内
部
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
問
題
は
、
今
後
の
後
継
者
で
あ
る
が
、
き
っ
す
い
の
ア
メ
リ
カ
人
で
比

較
法
に
従
事
す
る
者
が
ふ
え
る
と
と
も
に
、
他
方
、
外
国
家
系
の
学
者
、
さ

ら
に
は
外
国
よ
り
流
出
し
て
き
た
学
者
も
多
く
、
後
継
者
問
題
に
心
配
は
い

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
世
界
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
地
位
、
お
よ
び
国
際
的
協

カ
の
発
展
が
今
後
も
続
く
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
将
来
に
お
い
て
比
較
法

に
と
り
も
っ
と
も
適
切
な
研
究
の
場
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

例
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
ヶ
l
ス
を
中
心
と
し
た
具
体
的
研
究
が

当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
は
じ
め
か
ら
機
能
的
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

法
社
会
学
の
関
心
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
、
比
較
法
も
法
社
会
学
と
結
び
つ
き

ゃ
す
い
。
地
域
研
究
の
発
達
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
比
較
法
も
そ
の
一
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環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
点
は
ま
だ
評
価
で
き
る
段

ハ一
3
M

階
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

同

ロ
l
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
比
較
法
教
育
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
こ
と
が
い
え
る
。



料

(1) 

各
ロ

1
・
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、
比
較
法
関
係
の

コ
ー
ス
が
次
第
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
二

O
年
前
と
は
面
目
一
新
し
た
、
と

資

い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
、
ロ
l
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
二
、
三

年
目
の
学
生
に
対
す
る
選
択
コ

1
ス
と
し
て
存
在
す
る
か
、
さ
ら
に
は

コ
ー
ス
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
履
修
学

生
の
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

間
『

ω【
】
戸

ω
件。

(2) 

ロ
l
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
比
較
法
教
育
の
目
的
も
多
様
で
あ
る

が
、
必
ず
し
も
実
際
的
な
目
的
を
強
調
し
て
は
い
な
い
。

」
の
白
川
で
、

同
ω
自
己
教
援
は
、
大
き
な
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
で
は
理
論
的
な
関
心
が
優
先

し
、
小
さ
な
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
で
は
地
元
の
実
際
的
関
心
に
重
き
を
お
く
比

絞
法
教
育
が
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
、
と
評
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
妥
当
す

る
よ
う
で
あ
る
。
今
日
、
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
の
教
育
の
目
的
の
中
に
、
法
を

他
の
社
会
現
象
と
の
関
連
で
理
解
す
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

で
、
今
後
と
も
比
較
法
教
育
の
目
的
は
、
理
論
的
な
側
面
に
玄
点
が
お
か
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
シ
カ
ゴ
大
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

実
際
に
役
に
立
つ
た
め
に
は
徹
底
的
な
教
育
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
こ
と

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ω
比
較
法
教
育
の
方
法
は
、
圧
倒
的
に
ケ
l
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
自
体
が
ケ
l
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ケ
l

ス
・
メ
ソ
ッ
ド
に
対
す
る
批
判
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
の
聞
い
た
か

ぎ
り
で
は
、
比
較
法
学
者
の
全
員
が
、
比
較
法
に
つ
い
て
は
と
く
に
ケ
l

〈

S
V

ス
・
メ
ソ
ッ
ド
が
よ
い
、
と
い
っ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
学
者
の
中
に

北法19(4・86)766

は
、
大
陸
法
を
教
え
る
の
に
ケ
l
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
は
不
適
当
だ
、
と
い
う
批

(
5
v
 

判
も
あ
る
が
、
今
日
の
教
材
は

ω
h
E
Z口
問
司
の
そ
れ
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ケ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
の
マ
テ
リ
ア
ル
も
の
せ
て
あ
る
ほ
か
、

か
な
り
詳
し
い
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
(
こ
の
点
は
、
他
の
領
域
の
ケ
l
ス
・
ブ

ッ
ク
も
同
様
で
あ
る
〉
、
そ
の
批
判
は
必
ず
し
も
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
他

方
、
ヶ
l
ス
を
抜
き
に
し
て
は
、
外
国
法
を
理
解
で
き
る
は
ず
が
な
い
、
と

い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
一
般
的
見
解
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
英
米
法
を
対

象
と
す
る
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
大
陸
法
に
対
し
て
は
ケ
l
ス
・
メ
ソ

ッ
ド
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
思
う
。

教
育
の
程
度
・
水
準
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
実
際
を
ほ
と
ん
ど
見

て
い
な
い
の
で
何
と
も
い
え
な
い
が
、
教
材
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
か
な

り
程
度
の
高
い
も
の
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
う
か
う
か
で
き

な
い
、
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。

ω雑
誌
自
体
は
、
日
本
の
「
比
較
法
研
究
」
な
ど
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
充

実
し
て
い
る
。
ま
た
学
者
間
の
情
報
交
換
も
す
す
ん
で
い
る
よ
う
に
見



アメリカにおける比較法の研究および教育の現状について

え
た
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
、
「
す
で
に
多
く
の
比
較
法
研
究
機
関

が
作
ら
れ
、
物
量
に
物
を
い
わ
せ
た
組
織
的
研
究
を
促
進
し
て
お
り
-
-

」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
比
較
法
に
対
す
る
私
の
評
価
(
比
較
法
人
門
四
一

頁
〉
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ω前
注
の
拙
著
・
前
掲
頁
参
照
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
「
ソ
ピ
エ

ト
法
:
の
研
究
に
関
し
て
は
、
す
で
に
他
国
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
が

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
評
価
も
、
な
お
し
ば
ら
く

留
保
し
た
い
。

ω実
際
を
見
な
か
っ
た
の
で
、
本
書
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
シ
カ
ゴ
大

学
ロ

1
・
ス
ク
ー
ル
附
設
の
斗
宮
門
U
S
Z円向。門戸。四曲目

m
g
g
R
Y

(Z04〈

Z
白片山。
5
)
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
法
の
研
究
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
石
村
善
助
「
ア
フ
リ
カ
法
研
究
序
説
」
法
律
時
報
三
六
巻
一

O
号

一
一
二
頁
以
下
参
照
。

川

w
m
n
E
E
H口問。♂、

H，gnrFロ
聞
の
c
g同国
E
C〈
巾
「
ω
d
F
。日
M

・
E-HV・ム
U
N

ハ
-
8
6
で
は
、
比
較
法
の
コ
I
ス
に
集
る
学
生
の
少
な
い
こ
と
が
な

げ
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

ω口
Z
g百四
2
に
よ
れ
ば
、
コ

l

ネ
ル
で

の
彼
の
比
較
法
の
コ
!
ス
に
は
、
一
九
四
八
年
に
は
学
生
数
の
一

O
M月

以
下
の
出
席
し
か
な
か
っ
た
の
が
、
一

O
年
後
に
は
、
六

O
Mを
こ
え

た
と
い
う
。

ω口
匡
田
区
間
巾
円
切
の
D
S同
V
R
R
2
m
V
S
F
Mロ円四丘一-}門戸
w

ロO
H
2
・

向

ω円2
8
8
p
o
p
n
x
-
包【
U
O
}

・
r
H
p
m
M
O
)
?
同
ω
自
丘
、
。
℃
・

2
・

一∞

C
-
o
h・
(UZ
・円、・

m-N吋
白

i
N吋
U
-
W
E
E
-口問

R
O
P
E
-

同

V
U
-
A
U
U
1
1印
0
・

川

w
ω
O
H
g
r
G℃・

5
・
宅
・
コ

ω
i
f吋
ロ
ロ
ロ
、
列

2
5
5件。戸仏・

ι円・

n
D
B
司・一∞印
0

・∞
O
M
U
N
4
4
g
m
m肖
Y
H
μ
凶
ゲ

m
F
N
-
ア
ω
∞
ア
ム
0
4

・R
・(一回印日)・
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A Japanese Cornparative Lawyer 

Looks at the Arnerican 

Cornparative Law 

Kiyoshi IGλRASHI 

Professor of Comparative Law 

Faculty of Law 

Hokkaido University 

It was fortunate for me that 1 got a chance of inspection tour at the 

invitation of the Department of State for 45 days through May into 

June 1968. 

Having an object for the actual observation on research of comparative 

law and its education in the United States， 1 visited to the Library of 

Congress and following nlaw schools: Law Schools of the University of 

Washington， the Columbia University， the New York University， the 

Harvard University， the Cornell University， the University of Michigan， 

the University of Chicago， the Tulane University， the University of 

California (UCLA and Berkeley)， and the Stanford University， and met 

many comparative lawyers there， 

This is a short report of my inspection tour， 

Research of Comparative Law 

(1) The Multiplicity in Subject of Research 

It is to note that there is remarkably the multiplicity in subject of 

research of comparative law in the United States. As every professor 

studies with various subjects according to their own interests in law 

schools， it seems that a co-ordination in research is lacking among them 

consequently， This opinion was expressed by John N. Hazard and Ru-

dolf B， Schlesinger， and 1 was， too， impressed so， 

Therefore it is difficult to explain about the situation of research of 

comparative law in the United States. It is a matter of course that， in 
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general， the continental civil law is researched by many scholars there. 

The researches of Latin American law have been carried out， too. Re-

cently， the researches of socialist law have advanced， and the researches of 

law of developping countries in Asia and Africa have been also set 

The United States is one of the countries where ]apanese law is earnestly 

researched 

(2) Lack of the Research -organization 

There are not， in the United States， so all-embracing institutes of 

comparative law as Max-Planck-Institut fur auslandisches und interna-

tionales Privatrecht in Germany. The institutes named as Institute of 

Comparative Law are attached to some law schools there， however they 

do not carry out their primary function. We can find out some valuable 

comprehensive researches in research projects of comparative law， for 

instance， Cornel1 Project and International Tax Program of Harvard 

Law School. However， they are not so active as projects of the sociology 

of law. The American Association for the Comparative Study of Law 

has published "The American ]ournal of Comparative Law" as one of 

main activities， but it is not more active than the ]apan Society of 

Comparative Law which has organized the annual meeting. 

1 have no idea in regard to the future of the organization of researches 

of comparative law in the United States. But 1 expect that the area 

study which is carried out in the School of the International Affairs of 

the Columbia University wi1l grow in the future. 

(3) Law Library 

The law library in the United States makes a merit of volumes in 

foreign law books. It seems that the books which Law Library of 

Congress and Harvard Law Library hold are the best in volumes in 

the world. Besides there are many libraries in the United States which 

are characteristic in comparative law. 1 was surprised to see that many 

libraries in various places hold a series of Japanese statutes， law reports 

and law books We do not happen to meet ]apanese law books in 

Europe. 

One of the qualities with which an institute of comparative law is 
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established depends on volumes of books for study， therefore in the 

United States th巴 developmentof research in comparative law may be 

in prospect from this poin t of view 

(4) Scholars of Comparative Law 

The researches of comparative law in the United States are charac-

terized by the multiplicity in race or nationality of scholars. It seems 

that this is one reason which produces the multiplicity in research 

subjects. The scholars of German origin such as Rheinstein， Ehren-

zweig and Schlesinger have contributed to the level-up of researches of 

comparative law in the United States to the top of the world after 

the 2nd World War. Of course， many Americans by birth are engaged 

in comparative law researching recently， however， it seems that the 

multiplicity in race or nationality of scholars will be kept up in the 

future， for the United States has excellent conditions as a place to 

research the comparative law in the world. 

(5) Method of Research 

A method of research of comparative law in the United States is 

characteristic of a concrete method based on cases Such method which 

is very functional has a close connection with the sociology of law. 

On the other hand， the researches of comparative law as area study 

are very characterized. 

II Education of Comparative Law 

(1) General Aspect 

The courses of comparative law are recently increasing in a curriculum 

in each law school and the progress is very remarkable in comparison 

with twenty years ago. In general these courses are elective ones， 

being not considered as a required course， for 2nd-or 3rd-year students. 

At times we can find out it in graduate courses. It is reported that 

a number of students for the course of comparative law has increased 

steadily. 

(2) Object of Education 

The object of educatIon in law school is too multiple. But great 

emphasis is put upon not only the practical object but also the theoreti-
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cal object at present in the United States， In large law schools， es-

pecially， the importance is accentuated on not so much practical object 

as theoretical one 

There is the influenced opinion in the United States as follows; the 

object of legal education in law schools is in making students under-

stand the co-relation between law and other social phenomena through 

education， Consequently， the theoretical object in education of compar 

ative law will be sti11 stressed， On the other hand， the pursuit of the 

practical object in education of comparative law acquires a greater im-

portance， However the exhaustive education like as Chicago Law School 

is required for the attainment of these objects， 

(3) 恥1ethodof Education 

In the United States， the case method in legal education is predom-

inant in education of comparative law， Though there are some criti-

cisms on the effect of the case method in the whole field of legal edu-

cation in the United States， all comparative law professors whom 1 met 

on my tour were convinced that the case method is the most effective 

one at least in education of comparative law， On the other hand， 

there are some civil lawyers who have the different opinions that the 

case method is unsuitable as the teaching method of civil law， But 

their critical opinions wi11 be not always applicable， for the case books 

published recently， like Schlesing巴r'sComparative Law， deal exhaustively 

with the other materials besides cases， too， Generally， in ]apan， the 

case method has not been adopted for education in comparative law， 

with the exception of education in Anglo-American law， We shall 

have to learn the practical experiences for the educational method adopted 

in the United States， 

(4) Level of Education 

1 could not have a chance of the observation of the education in 

the United States， and 1 have no conclusion in regard to this subject， 

However， if it is allowed to conclude from the materials for education， 

which 1 got， it seems that the legal education is pervaded on a high 

level in the United States 
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